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九世紀前半の東部ユーラシア情勢と唐の内治のための外交

は　

じ　

め　

に

近
年
の
歴
史
学
研
究
の
一
つ
の
潮
流
と
し
て
、
唐
代
の
東
ア
ジ
ア
、
北
ア
ジ
ア
、

中
央
ア
ジ
ア
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
捉
え
直
す
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
）
1
（

。
筆
者
も
二

〇
〇
九
年
以
降
、
拙
稿
、
拙
著
等
に
よ
り
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い
う
大
域
的
な

視
点
か
ら
、
こ
の
時
代
の
唐
・
吐
蕃
・
突
厥
・
ウ
イ
グ
ル
等
の
外
交
関
係
、
及
び
、

そ
の
推
移
等
を
論
考
し
て
き
た
）
2
（

。
特
に
安
史
の
乱
（
七
五
五
〜
七
六
三
）
以
後
の

唐
は
、
藩
鎮
の
乱
が
頻
発
し
、
そ
れ
に
伴
い
外
交
政
策
の
重
要
度
が
高
ま
り
、
東

部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
際
情
勢
も
、
よ
り
流
動
化
し
複
雑
化
し
て
い
っ
た
。

安
史
の
乱
終
息
後
の
七
六
〇
年
代
か
ら
八
三
〇
年
代
の
唐
を
取
り
巻
く
国
内
外

の
情
勢
に
つ
い
て
は
、
大
雑
把
に
は
【
図
1
】
の
よ
う
に
描
く
事
が
で
き
る
。
こ

の
時
期
の
唐
は
、
国
内
に
河
朔
三
鎮
な
ど
の
半
独
立
的
な
反
側
藩
鎮
を
複
数
抱
え
、

藩
鎮
対
策
や
財
政
再
建
が
急
務
と
な
り
、
国
内
秩
序
の
再
構
築
が
重
要
課
題
と

な
っ
た
。
加
え
て
、
乱
後
は
、
西
方
の
吐
蕃
、
北
方
の
ウ
イ
グ
ル
が
相
対
的
に
強

大
化
し
、
外
圧
の
脅
威
に
も
曝
さ
れ
た
た
め
、
対
外
政
策
に
も
配
慮
し
つ
つ
国
内

問
題
に
対
処
す
る
構
図
と
な
っ
た
）
3
（

。
そ
う
い
っ
た
諸
要
因
が
複
雑
に
絡
ま
り
あ
っ

た
結
果
、
七
八
〇
年
代
か
ら
八
三
〇
年
代
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
外
交
関
係
は
、

【
図
2
】
の
よ
う
に
流
動
的
に
変
遷
し
て
い
っ
た
。

多
く
の
先
行
研
究
で
は
藩
鎮
対
策
を
主
と
し
て
唐
の
国
内
問
題
と
見
な
し
て
分

析
を
重
ね
て
き
た
が
、
筆
者
は
前
稿
等
で
、
安
史
の
乱
後
の
唐
の
内
政
と
外
交
と

の
相
関
に
着
目
し
、
主
と
し
て
徳
宗
（
七
七
九
〜
八
〇
五
）
の
時
代
に
焦
点
を
当

て
て
、
内
乱
と
外
交
の
関
連
性
を
論
じ
て
き
た
）
4
（

。
徳
宗
期
の
唐
は
、
安
史
の
乱
に

よ
る
痛
手
か
ら
の
回
復
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
税
制
再
建
（
両
税
法
の
施
行
）

や
藩
鎮
削
減
策
を
実
施
し
、
軍
事
上
・
財
政
上
の
改
革
を
試
み
た
が
、
そ
の
間
に

吐
蕃
と
三
度
も
会
盟
を
行
う
な
ど
外
交
面
に
お
い
て
も
外
患
軽
減
の
た
め
積
極
的

に
行
動
し
た
。
例
え
ば
、
徳
宗
時
代
の
初
期
（
七
八
一
〜
七
八
四
）、
唐
は
頻
発

す
る
藩
鎮
の
乱
に
対
応
す
る
た
め
、
吐
蕃
と
会
盟
（
建
中
会
盟
・
奉
天
盟
書
）
を

締
結
し
て
い
る
。（
こ
の
時
期
の
内
乱
と
対
吐
蕃
外
交
の
相
関
に
つ
い
て
は
【
図

3
】
を
参
照
。）
そ
し
て
、
七
八
七
年
以
降
、
唐
は
吐
蕃
と
対
立
し
た
た
め
、
今

度
は
、
ウ
イ
グ
ル
と
は
盟
約
締
結
（
七
八
七
）、
及
び
、
公
主
降
嫁
（
七
八
八
）、

南
詔
と
は
会
盟
締
結
（
七
九
四
）
を
通
じ
て
各
々
和
親
し
、
対
吐
蕃
で
連
繋
す
る

事
で
、
唐
・
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
に
よ
る
吐
蕃
包
囲
網
を
形
成
し
た
（【
図
2
・
Ａ
】

を
参
照
）。

唐
が
厳
し
い
内
憂
外
患
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
事
態
は
徳
宗
以
後
も
続
き
、
憲

九
世
紀
前
半
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
情
勢
と
唐
の
内
治
の
た
め
の
外
交

│
吐
蕃
と
の
長
慶
会
盟
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
太
和
公
主
降
嫁
の
背
景

│

菅　

沼　
　

愛　

語
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宗
（
八
〇
五

〜
八
二
〇
）、

穆
宗
（
八
二

〇
〜
八
二

四
）
が
、
軍

事
上
の
脆
弱

性
を
外
交
で

補
い
、
難
局

を
乗
り
切
ろ

う
と
し
た
。

と
り
わ
け
穆

宗
は
、
長
慶

元
年
（
八
二

一
）、
吐
蕃

と
間
で
長
慶

会
盟
を
締
結

し
、
ウ
イ
グ

ル
に
は
、
前
皇
帝
の
娘
で
あ
り
現
皇
帝
の
実
妹
で
あ
る
太
和
公
主
を
降
嫁
さ
せ
、

各
々
と
和
睦
し
た
。
な
お
、
長
慶
会
盟
は
、
唐
・
吐
蕃
間
で
結
ば
れ
た
約
十
回
の

会
盟
）
5
（

の
う
ち
最
後
の
も
の
で
あ
り
、
長
慶
元
年
に
長
安
、
長
慶
二
年
（
八
二
二
）

に
ラ
サ
で
各
々
会
盟
締
結
し
、
長
慶
三
年
（
八
二
三
）
に
建
て
ら
れ
た
唐
蕃
会
盟

碑
は
ラ
サ
に
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
太
和
公
主
は
ウ
イ
グ
ル
（
七
四
四
〜
八
四

〇
）
に
降
嫁
し
た
最
後
の
真
公
主
（
皇
帝
の
実
の
娘
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ

以
降
、
唐
と
吐
蕃
の
間
、
唐
と
ウ
イ
グ
ル
と
の
間
に
大
規
模
な
戦
闘
は
な
く
な
っ

た
。
つ
ま
り
、
唐
に
と
っ
て
長
慶
会
盟
の
締
結
と
太
和
公
主
の
降
嫁
は
、
安
史
の

乱
後
、
約
六
十
年
間
続
い
て
き
た
厳
し
い
外
圧
に
終
止
符
を
打
つ
、
画
期
的
な
外

交
政
策
で
あ
っ
た
。

な
お
、
憲
宗
時
代
に
お
け
る
唐
と
吐
蕃
の
関
係
を
、
藩
鎮
対
策
と
も
関
連
さ
せ

な
が
ら
論
じ
た
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
李
天
石
氏
、
馬
勇
氏
の
論
考
が
あ
る
）
6
（

。

李
天
石
氏
は
憲
宗
期
の
唐
・
吐
蕃
関
係
に
注
目
し
、
憲
宗
は
元
和
十
二
年
（
八
一

七
）、
淮
西
節
度
使
・
呉
元
済
の
乱
を
平
定
（
淮
西
平
定
）
し
た
た
め
、
翌
年
の

元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
か
ら
対
吐
蕃
戦
を
開
始
し
た
と
考
察
し
、
馬
勇
氏
は
、

憲
宗
は
吐
蕃
と
の
関
係
を
改
善
し
辺
境
情
勢
を
安
定
し
た
た
め
、
反
側
藩
鎮
の
排

除
に
専
念
す
る
事
が
で
き
た
と
論
じ
た
。

ま
た
、
長
慶
会
盟
に
関
し
て
は
山
口
瑞
鳳
氏
、
森
安
孝
夫
氏
が
、
チ
ベ
ッ
ト
語

史
料
（『
デ
ガ
ツ
ェ
ル
祈
願
文
』『
仏
教
入
門
』）、
及
び
、
チ
ベ
ッ
ト
側
の
史
料
で

あ
る
敦
煌
出
土
の
漢
語
文
書
（
ペ
リ
オ
三
八
二
九
番
）
に
基
づ
き
、
吐
蕃
が
唐
と

会
盟
を
締
結
し
た
時
、
ウ
イ
グ
ル
と
も
会
盟
を
結
ん
だ
と
論
考
し
、
こ
れ
を
「
三

国
会
盟
」
と
称
し
た
）
7
（

。
し
か
し
、『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』『
資
治
通
鑑
』
等
の
基

本
的
な
漢
籍
史
料
に
は
、
唐
・
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
が
会
盟
を
締
結
し
た
と
い
う
記

述
は
な
い
。
詳
細
な
記
録
を
熱
心
に
残
す
中
華
王
朝
が
「
三
国
会
盟
」
に
関
す
る

記
録
を
残
し
て
い
な
い
の
は
、
い
さ
さ
か
奇
妙
で
あ
る
。

こ
の
「
三
国
会
盟
」
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
岩
尾
一
史
氏
）
8
（

が
、
よ
り
明
確
な
考

察
に
よ
っ
て
、
吐
蕃
が
唐
と
長
慶
会
盟
を
締
結
し
た
同
じ
時
期
（
八
二
二
〜
八
二

三
）、
ウ
イ
グ
ル
、
南
詔
と
の
間
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
会
盟
を
締
結
し
た
事

【
図
2
・
Ｂ
】、
吐
蕃
は
、
唐
が
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
と
連
繋
し
て
構
築
し
た
吐
蕃
包

囲
網
【
図
2
・
Ａ
】
を
打
破
す
る
た
め
、
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
と
会
盟
を
結
ん
だ
事

を
論
じ
た
。
ま
た
岩
尾
氏
は
、
会
盟
に
は
吐
蕃
、
唐
、
ウ
イ
グ
ル
、
南
詔
の
四
ヵ

【図 1】安史の乱後（760年代～830年代）、唐を取り巻く国内外の情勢
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と
も
深
く
関
係
し
て
い
た
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。

本
稿
は
、
八
世
紀
後
半
の
唐
の
内
治
の
た
め
の
外
交
を
扱
っ
た
前
稿
の
自
然
な

延
長
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
が
九
世
紀
前
半
の
唐
の
外
交
と
内
治
と

の
相
関
を
直
接
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
以
下
の
憲
宗
期
・
穆
宗
期
の
二
つ

の
事
柄
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
憲
宗
時
代
で
は
、
李
吉
甫
（
宰
相
）、
李
絳
（
宰
相
）、
白
居
易
（
翰
林

学
士
）
が
、
藩
鎮
討
伐
の
際
、
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
に
侵
攻
の
機
会
を
与
え
な
い
よ

う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
、
と
進
言
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
当
時
す
で
に
唐
の
政
権

中
枢
部
で
、
藩
鎮
対
策
と
外
交
の
相
関
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
事
は
注
目
に
値

す
る
。

次
い
で
、
穆
宗
時
代
で
は
、
唐
が
吐
蕃
と
長
慶
会
盟
を
締
結
（
長
慶
元
年
十

月
）
し
た
直
前
の
長
慶
元
年
（
八
二
一
）
七
月
に
、
盧
龍
（
幽
州
）
節
度
使
と
成

徳
節
度
使
で
相
次
い

で
反
乱
が
勃
発
し
、

唐
は
そ
の
鎮
圧
に
尽

く
失
敗
し
て
い
る
。

か
つ
て
、
徳
宗
時
代

の
唐
は
藩
鎮
の
乱
に

腐
心
し
、
外
圧
の
軽

減
を
期
し
吐
蕃
と

「
建
中
会
盟
」
を
締

結
し
て
い
る
が
【
図

3
】、「
長
慶
会
盟
」

を
締
結
し
た
時
の
内

国
が
参
加
し
た
た
め
、
吐
蕃
と
唐
、
ウ
イ
グ
ル
、
南
詔
の
間
で
各
々
個
別
に
行
わ

れ
た
二
国
同
士
の
会
盟
の
総
称
を
「
四
国
会
盟
」
と
称
し
た
。
更
に
岩
尾
氏
は
、

吐
蕃
は
、
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
と
の
会
盟
を
唐
に
妨
害
さ
れ
な
い
よ
う
水
面
下
で
ウ

イ
グ
ル
・
南
詔
と
の
和
平
交
渉
を
進
め
た
可
能
性
が
あ
る
事
を
指
摘
し
た
。
岩
尾

氏
の
考
察
の
よ
う
に
吐
蕃
が
唐
に
気
取
ら
れ
な
い
よ
う
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
と
の
交

渉
を
水
面
下
で
行
っ
た
と
し
た
ら
、
唐
側
も
「
四
国
会
盟
」
の
事
を
知
ら
ず
、

従
っ
て
、
漢
籍
史
料
に
「
四
国
会
盟
」
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
事
と

も
整
合
す
る
。

以
上
を
筆
者
の
視
点
で
総
括
す
る
と
、
こ
の
時
期
は
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
国

が
、
対
外
戦
争
の
終
息
、
敵
対
国
家
の
牽
制
、
外
交
的
孤
立
の
解
消
な
ど
、
様
々

な
理
由
に
よ
り
安
定
を
求
め
、
流
動
的
で
は
あ
る
が
、「
諸
国
間
の
和
平
」
へ
と

進
ん
で
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
和
平
へ
の
大
き
な
う
ね
り
は
、
実
は
唐
の
内
乱

※黒矢印は敵対、二重線は同盟や友好関係を表す

【図 2】780年代～830年代の東部ユーラシアの
外交関係の推移　　　　　　　
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外
の
状
況
は
、
徳
宗
期
と
同
じ
構
図
で
あ
り
、
唐
は
、
厳
し
い
内
乱
に
対
処
す
る

た
め
に
吐
蕃
と
会
盟
を
結
び
、
外
患
の
終
息
を
図
っ
た
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら

れ
る
。

そ
の
歴
史
的
事
実
が
意
味
す
る
所
は
興
味
深
い
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
九
世
紀
前
半
の
唐
の
外
交
と
内
治
を
丹

念
に
調
べ
て
み
る
と
、
両
者
の
相
関
は
思
い
の
ほ
か
強
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
内
憂
外
患
に
苦
闘
す
る
九
世
紀
前
半
の
唐
が
、
複
雑
に
変
化
す
る
国

内
外
の
情
勢
の
も
と
、
内
治
を
支
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
外
交
政
策
を
展
開

し
て
い
っ
た
の
か
見
て
い
く
事
に
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
憲
宗
時
代
と
穆
宗
時
代
の
唐
の
内
乱
と
外
交
の
相
関
を
、

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』『
資
治
通
鑑
』『
冊
府
元
亀
』『
唐
会
要
』
等
の
基
本
的
な

漢
文
史
料
に
加
え
て
、『
文
苑
英
華
』『
全
唐
文
』『
白
氏
文
集
』
等
に
の
こ
る
宰

相
李
吉
甫
、
白
居
易
ら
の
上
奏
文
も
用
い
て
、
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
、
藩
鎮
の
乱
や
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
の
動
向
な

ど
複
雑
に
交
錯
す
る
唐
の
国
内
外
の
情
勢
の
推
移
を
、
時
系
列
に
従
い
つ
つ
、
包

括
的
に
論
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
筆
者
の
手
に
余
る
作
業
で
あ
る
た
め
、

本
稿
で
は
幾
分
個
別
的
に
見
て
い
く
事
に
す
る
。
ま
ず
、
第
一
章
で
安
史
の
乱
後

の
国
内
秩
序
回
復
の
た
め
の
唐
の
外
交
を
考
察
し
、
次
に
、
唐
に
と
っ
て
根
幹
と

な
る
藩
鎮
へ
の
対
応
策
と
吐
蕃
と
の
外
交
を
主
軸
に
据
え
、
第
二
章
と
第
三
章
で

憲
宗
期
の
藩
鎮
対
策
と
吐
蕃
対
策
を
取
り
上
げ
、
両
者
の
相
関
を
考
察
す
る
。
つ

い
で
第
四
章
で
憲
宗
期
の
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
の
問
題
を
検
討
し
、
最
後
に

第
五
章
で
穆
宗
の
吐
蕃
と
の
長
慶
会
盟
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
太
和
公
主
の
降
嫁
、
藩

鎮
へ
の
対
策
を
関
連
さ
せ
つ
つ
論
じ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

な
お
、
憲
宗
か
ら
穆
宗
時
代
の
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
・
藩
鎮
の
動
向
の
経
過
に
つ

い
て
は
【
年
表
1
】【
年
表
2
】【
年
表
3
】、
長
慶
会
盟
の
締
結
に
至
る
ま
で
の

唐
・
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
・
藩
鎮
の
動
向
、
及
び
、
そ
の
相
関
に
つ
い
て
は
【
図

4
】
に
ま
と
め
た
。
引
用
史
料
の
（　

）
内
は
筆
者
の
補
足
、〔　

〕
内
は
筆
者

の
翻
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
傍
線
は
筆
者
が
附
し
た
。

【図 3】徳宗時代の外交と内乱の相関：建中 2（781）～興元元（784）
（菅沼愛語『 7世紀後半から 8世紀の東部ユーラシアの国際情勢とその推
移』293頁の図Ⅶ－ 6より）
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九世紀前半の東部ユーラシア情勢と唐の内治のための外交

第
一
章　

安
史
の
乱
後
、
国
内
秩
序
回
復
の
た
め
の
唐
の
外

交

最
初
に
、
安
史
の
乱
後
の
唐
の
国
内
外
の
状
況
を
整
理
し
て
お
く
。
安
史
の
乱

後
の
唐
の
国
内
情
勢
を
俯
瞰
す
る
と
、
河
北
に
河
朔
三
鎮
（
盧
龍
〔
幽
州
〕・
成

徳
・
魏
博
の
三
節
度
使
）、
山
東
に
淄
青
平
盧
節
度
使
、
河
南
に
淮
西
節
度
使
が
、

各
々
半
独
立
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
【
図
1
】。
ま
た
、
乱
後
、
唐
を
取
り
巻
く

国
外
勢
力
の
中
で
、
と
り
わ
け
重
視
す
べ
き
強
国
は
吐
蕃
と
ウ
イ
グ
ル
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
大
国
は
、
時
と
し
て
藩
鎮
と
結
託
し
、
唐
に
脅
威
を
与
え
る
事
も
あ
っ
た
。

ウ
イ
グ
ル
は
、
安
史
の
乱
末
期
の
宝
応
元
年
（
七
六
二
）、
史
朝
義
の
誘
い
に

応
じ
て
唐
の
北
辺
に
襲
来
し
）
9
（

、
建
中
四
年
（
七
八
三
）
〜
興
元
元
年
（
七
八
四
）

に
も
、
反
乱
を
起
こ
し
た
盧
龍
節
度
使
の
朱
滔
に
援
軍
を
送
り
、
朱
滔
軍
と
共
に

河
北
を
襲
撃
し
た
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
九
）。
吐
蕃
も
、
元
和
元
年
（
八
〇

六
）、
地
理
的
に
比
較
的
近
い
四
川
で
劉
闢
の
乱
が
勃
発
し
た
際
、
劉
闢
と
通
好

し
た
。
剣
南
西
川
節
度
使
の
劉
闢
は
、
以
前
よ
り
吐
蕃
に
賄
賂
を
贈
る
な
ど
し
て

い
た
た
め
、
唐
も
劉
闢
と
吐
蕃
の
連
繋
を
危
惧
は
し
て
い
た
。
な
お
、
劉
闢
は
元

和
元
年
九
月
、
唐
軍
に
敗
北
し
た
た
め
、
吐
蕃
へ
の
亡
命
を
図
っ
た
が
、
そ
の
後
、

唐
軍
に
捕
ま
り
処
刑
さ
れ
た
）
10
（

。

こ
の
よ
う
に
、
安
史
の
乱
以
降
の
唐
に
お
い
て
は
、
内
乱
と
外
交
が
交
錯
す
る

様
が
具
体
的
な
事
例
の
中
に
も
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
、
藩
鎮
と
外
国
勢
力
が
地

理
的
に
隣
接
し
て
い
る
場
合
、
両
者
の
結
び
つ
き
は
比
較
的
容
易
と
な
る
。
だ
が
、

逆
に
、
地
理
的
に
遠
く
離
れ
た
場
所
に
あ
る
藩
鎮
と
外
国
勢
力
が
連
繋
す
る
事
は

困
難
で
あ
っ
た
。

実
際
、
か
つ
て
吐
蕃
は
安
史
の
乱
の
時
、
唐
の
内
乱
を
好
機
と
見
て
河
西
・
隴

右
を
占
領
し
た
が
、
安
禄
山
や
史
思
明
と
連
繋
す
る
事
は
な
か
っ
た
。
吐
蕃
は
安

史
勢
力
の
勢
力
圏
で
あ
る
河
北
と
地
理
的
に
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
、
連
繋
が
難

し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
11
（

。
吐
蕃
は
、
安
禄
山
・
史
思
明
の
後
継
の
地
と
な
る
河

朔
三
鎮
と
も
、
か
な
り
離
れ
た
位
置
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
河
朔
三
鎮
の
反
乱

や
反
抗
に
吐
蕃
が
結
び
つ
く
事
は
な
か
っ
た
【
図
1
】。
こ
れ
は
唐
に
と
っ
て
幸

い
し
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
地
理
的
な
要
因
が
内
乱
と
外
患
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
阻
ん

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
は
唐
の
政
策
決
定
の
上
で
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
っ

て
い
た
。
そ
の
点
が
、
最
も
顕
著
に
表
れ
る
の
が
徳
宗
時
代
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
時
期
の
内
乱
と
外
交
の
相
関
を
以
下
に
簡
略
に
ま
と
め
て
お
く
）
12
（

。

徳
宗
時
代
初
期
、
唐
が
藩
鎮
に
対
し
強
硬
策
で
臨
ん
だ
た
め
、
河
北
・
淮
西
等

の
藩
鎮
は
猛
反
発
し
、
建
中
二
年
（
七
八
一
）
〜
建
中
三
年
（
七
八
二
）、
相
次

い
で
反
乱
を
起
こ
し
た
。
ウ
イ
グ
ル
は
、
こ
の
頃
、
使
節
を
唐
に
殺
害
さ
れ
た
た

め
、
反
唐
に
転
じ
、
反
側
藩
鎮
の
朱
滔
を
支
援
し
た
。
唐
は
、
藩
鎮
の
乱
に
苦
闘

し
た
上
に
ウ
イ
グ
ル
と
も
対
立
し
、
苦
境
に
陥
っ
た
た
め
、
吐
蕃
と
和
睦
交
渉
を

行
い
、
建
中
四
年
（
七
八
三
）
の
正
月
に
清
水
（
甘
粛
省
）、
七
月
に
長
安
、
そ

の
後
ラ
サ
で
、
吐
蕃
と
「
建
中
会
盟
」
を
締
結
し
た
【
図
3
】。
し
か
し
、
建
中

四
年
十
月
、
長
安
で
朱
泚
の
乱
が
勃
発
し
た
た
め
、
徳
宗
は
奉
天
（
陝
西
省
乾

県
）
へ
逃
亡
し
た
。
徳
宗
は
、「
奉
天
盟
書
」
で
領
土
割
譲
等
の
大
幅
な
譲
歩
を

行
う
と
、
吐
蕃
か
ら
援
軍
を
獲
得
し
、
吐
蕃
軍
と
連
合
し
て
朱
泚
軍
を
撃
破
し
た

【
図
3
】。
だ
が
、
そ
の
後
、
吐
蕃
が
朱
泚
の
賄
賂
を
得
て
撤
退
し
た
た
め
、
徳
宗

が
約
束
不
履
行
を
理
由
に
領
土
割
譲
を
中
止
し
た
と
こ
ろ
、
吐
蕃
は
唐
の
盟
約
反

故
に
怒
り
、
報
復
の
た
め
に
偽
盟
を
画
策
し
、
貞
元
三
年
（
七
八
七
）
閏
五
月
、

「
平
涼
偽
盟
」
に
お
い
て
唐
の
使
者
・
将
兵
を
殺
害
も
し
く
は
捕
縛
し
た
。
こ
れ
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史　　　窓
【
年
表
1
】
憲
宗
時
代
前
半
（
806～

816）
に
お
け
る
、
吐
蕃
と
の
会
盟
の
た
め
の
交
渉
、
ウ
イ
グ
ル
と
の
公
主
降
嫁
を
巡
る
交
渉
、
藩
鎮
の
動
向
と
反
乱

年
代

吐
蕃
（
唐
と
の
和
睦
交
渉
、
及
び
対
戦
、
吐
蕃
の
国
情
）

ウ
イ
グ
ル
（
唐
と
の
外
交
交
渉
、
ウ
イ
グ
ル
の
国
情
等
）

唐
の
国
情
、
唐
の
藩
鎮
対
策
、
藩
鎮
の
乱
な
ど

元
和
元

（
806）

正
月
、
憲
宗
が
吐
蕃
人
捕
虜
70人
を
吐
蕃
に
帰
国
さ
せ
る
。

6
月
、
吐
蕃
の
使
者
論
勃
蔵
が
朝
貢
。

10月
、
ウ
イ
グ
ル
が
朝
貢
［
冊
972］。

12月
、
ウ
イ
グ
ル
が
朝
貢
［
冊
972］。

正
月
、
劉
闢
の
乱
勃
発
。（
こ
の
と
き
李
吉
甫
が
吐
蕃
の
動
向
を
懸
念
）

3
月
、
楊
恵
琳
の
乱
勃
発
。

9
月
、
劉
闢
の
乱
平
定
。（
劉
闢
は
吐
蕃
へ
の
逃
亡
を
図
る
が
、
唐
軍
に
捕
縛

さ
れ
刑
死
）

元
和
3

（
808）

12月
、
唐
が
臨
涇
を
行
原
州
と
な
す
（
吐
蕃
の
入
寇
に
備

え
る
）。

2
月
、
咸
安
公
主
の
死
去
が
唐
に
伝
わ
る
。
5
月
、
憲
宗
が
ウ
イ
グ
ル
可
汗
を

登
囉
里
汨
密
施
合
毗
伽
保
義
可
汗
に
冊
立
。
12月

、
ウ
イ
グ
ル
が
朝
貢
［
冊

972］。

元
和
4

（
809）

5
月
、
徐
復
を
吐
蕃
に
派
遣
。
憲
宗
は
平
涼
偽
盟
の
時
の

捕
虜
（
路
泌
と
鄭
叔
矩
）
を
返
還
す
る
よ
う
要
請
。

《
元
和
4
～
5
年
、
唐
・
吐
蕃
間
で
会
盟
の
た
め
の
交
渉
》

9
月
、
唐
か
ら
帰
国
中
だ
っ
た
ウ
イ
グ
ル
使
節
が
、
豊
州
の
大
石
谷
で
吐
蕃
の

1
万
餘
騎
に
襲
撃
さ
れ
る
。

3
月
、
成
徳
節
度
使
の
王
士
真
が
死
去
し
、
息
子
の
王
承
宗
が
留
後
を
自
称
。

4
月
、
憲
宗
は
藩
帥
位
の
世
襲
を
認
め
ず
、
王
承
宗
の
討
伐
を
検
討
。

7
月
、
憲
宗
が
王
承
宗
討
伐
に
つ
い
て
臣
下
と
議
論
。（
こ
の
と
き
李
絳
が
吐

蕃
・
ウ
イ
グ
ル
の
動
向
を
懸
念
し
、
藩
鎮
討
伐
の
危
険
性
を
指
摘
）

9
月
、
憲
宗
が
王
承
宗
を
成
徳
節
度
使
に
任
命
。（
成
徳
か
ら
二
州
を
削
る
と
、

王
承
宗
が
反
発
）

10月
、
憲
宗
が
王
承
宗
の
官
爵
を
剥
奪
し
成
徳
に
討
伐
軍
を
派
遣
。《
王
承
宗

討
伐
の
開
始
》

11月
、
呉
少
誠
（
淮
西
節
度
使
）
が
死
去
。
従
弟
の
呉
少
陽
が
自
ら
留
後
と
な

る
。

元
和
5

（
810）

5
月
、
吐
蕃
の
大
臣
論
思
邪
熱
が
来
朝
し
、
路
泌
と
鄭
叔

矩
の
柩
を
唐
に
返
還
。
鄭
文
延
な
ど
13人
も
帰
国
。

6
月
、
宰
相
の
杜
佑
が
吐
蕃
の
使
者
と
会
談
。

7
月
、
李
銛
を
入
蕃
使
、
呉
暈
を
副
使
と
な
し
、
吐
蕃
に

派
遣
。

5
月
、
ウ
イ
グ
ル
の
使
者
伊
難
珠
ら
に
錦
綵
器
服
を
賜
う
［
冊
976］。

3
月
、
憲
宗
が
呉
少
陽
を
淮
西
留
後
に
任
命
。（
河
北
に
派
兵
中
で
余
裕
が
な

く
淮
西
討
伐
で
き
ず
）

3
月
、
白
居
易
が
王
承
宗
討
伐
の
中
止
を
献
言
。（
こ
の
と
き
白
居
易
は
、
吐

蕃
・
ウ
イ
グ
ル
の
入
寇
等
を
懸
念
）

7
月
、
憲
宗
が
王
承
宗
を
成
徳
節
度
使
に
任
命
。《
王
承
宗
討
伐
を
中
止
》

元
和
6
 
元
和
6
年
（
811）

～
元
和
10年

（
815）

吐
蕃
の
朝
貢

は
絶
え
ず

6
月
、
ウ
イ
グ
ル
の
使
者
に
賜
る
［
冊
976］。

元
和
7
こ
の
年
、
吐
蕃
が
涇
州
に
入
寇
し
人
畜
を
略
奪
。

元
和
8

（
813）

こ
の
頃
、
吐
蕃
が
、
朔
方
霊
塩
節
度
使
の
王
佖
に
賄
賂
を

贈
り
、
会
州
に
烏
蘭
橋
を
建
設
。

4
月
、
伊
難
珠
が
公
主
降
嫁
を
請
願
。
憲
宗
が
返
事
を
し
な
か
っ
た
た
め
保
義

可
汗
が
3
千
騎
を
率
い
鸊
鵜
泉
に
至
る
。
唐
は
辺
境
防
衛
軍
の
厳
戒
態
勢
を
強

化
。

憲
宗
が
、
魏
博
節
度
使
の
田
興
に
弘
正
の
名
を
賜
る
。

元
和
9

（
814）

こ
の
頃
、
李
絳
が
、
吐
蕃
牽
制
等
の
た
め
に
ウ
イ
グ
ル
へ
公
主
を
降
嫁
さ
せ
る

よ
う
説
得
す
る
が
、
憲
宗
は
許
さ
ず
。
11月
、
ウ
イ
グ
ル
が
朝
貢
［
冊
972］

閏
8
月
、
淮
西
節
度
使
の
呉
少
陽
が
死
去
し
、
息
子
の
呉
元
済
が
自
立
。

10月
、
憲
宗
が
呉
元
済
を
討
伐
。《
淮
西
討
伐
の
開
始
》

元
和
10

（
815）

11月
、
吐
蕃
が
互
市
を
請
願
。
憲
宗
は
こ
れ
を
許
可
。

こ
の
年
、
吐
蕃
王
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
が
死
去
し
、
息
子
の

チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
が
即
位
。

8
月
、
ウ
イ
グ
ル
に
対
し
絹
10万
疋
を
馬
価
と
し
て
支
払
う
［
冊
999］。

12月
、
ウ
イ
グ
ル
に
対
し
絹
9
万
7
千
疋
を
馬
価
と
し
て
支
払
う
［
冊
999］

正
月
、
憲
宗
が
呉
元
済
か
ら
官
爵
を
剥
奪
し
、
宣
武
等
十
六
道
に
呉
元
済
討
伐

を
命
令
。

元
和
11

（
816）

2
月
、
剣
南
西
川
節
度
使
が
、
吐
蕃
王
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン

の
死
去
と
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
の
即
位
を
上
奏
。

こ
の
年
、
吐
蕃
の
尚
綺
心
児
が
、
ウ
イ
グ
ル
の
拠
点
近
く

に
攻
め
込
む
が
、
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
の
死
去
を
知
り
撤

退
。

正
月
、
ウ
イ
グ
ル
が
朝
貢
［
冊
972］。

2
月
、
ウ
イ
グ
ル
が
馬
を
献
上
［
冊

972］。
2
月
、
絹
6
万
疋
を
馬
価
と
し
て
支
払
う
［
冊
999］。

2
月
、
ウ
イ
グ

ル
使
節
に
錦
綵
銀
器
を
賜
う
［
冊
976］。

4
月
、
絹
2
万
5
千
疋
を
馬
価
と
し

て
払
う
［
冊
999］。

11月
、
宗
正
卿
の
李
誠
を
入
廻
鶻
使
に
任
命
［
冊
980］。

こ
の
年
、
吐
蕃
軍
が
ウ
イ
グ
ル
の
拠
点
近
く
ま
で
攻
め
込
む
。

正
月
、
憲
宗
は
、
王
承
宗
討
伐
の
た
め
、
六
道
の
兵
を
派
遣
。（
王
承
宗
が
呉

元
済
と
連
繋
し
た
た
め
派
兵
。
だ
が
戦
果
は
あ
ま
り
な
し
） 

※
［
　
］
内
は
出
典
。
略
号
は
、
冊
972＝

『
冊
府
元
亀
』
巻
972外

臣
部
朝
貢
5
、
冊
976＝

『
冊
府
元
亀
』
巻
976外

臣
部
褒
異
3
、
冊
980＝

『
冊
府
元
亀
』
巻
980外

臣
部
通
好
、
冊
999＝

『
冊
府
元
亀
』
巻
999外

臣
部
互
市
。
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に
よ
り
唐
と
吐
蕃
の
対
立
は
決
定
的
と
な
っ
た
。

こ
の
と
き
宰
相
の
李
泌
が
、
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
・
大
食
・
天
竺
と
連
合
し
、
吐

蕃
包
囲
網
を
形
成
す
る
よ
う
進
言
し
た
た
め
、
徳
宗
は
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
と
の
親

善
強
化
を
試
み
た
。
ウ
イ
グ
ル
は
、
反
側
藩
鎮
の
朱
滔
と
連
合
し
唐
を
攻
撃
し
た

事
も
あ
っ
た
が
、
朱
滔
が
唐
軍
に
敗
北
す
る
と
、
唐
と
の
和
解
を
求
め
た
。
当
時

の
ウ
イ
グ
ル
は
、
吐
蕃
と
の
間
で
中
央
ア
ジ
ア
の
覇
権
を
巡
っ
て
対
立
し
て
い
た
）
13
（

。

こ
の
た
め
唐
と
ウ
イ
グ
ル
は
反
吐
蕃
で
連
繋
し
、
両
国
は
貞
元
三
年
（
七
八
七
）

九
月
、
五
ヵ
条
の
盟
約
を
交
わ
し
、
貞
元
四
年
（
七
八
八
）、
咸
安
公
主
（
徳
宗

娘
）
が
天
親
可
汗
に
降
嫁
し
て
、
徳
宗
と
可
汗
が
父
子
関
係
を
結
ん
だ
）
14
（

。
ま
た
、

南
詔
は
当
時
吐
蕃
の
従
属
下
に
あ
っ
た
が
、
吐
蕃
か
ら
苛
酷
な
徴
兵
等
を
受
け
た

た
め
反
発
心
を
募
ら
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
唐
は
貞
元
十
年
（
七
九
四
）
正
月
、

南
詔
と
会
盟
を
締
結
し
、
貞
元
十
七
年
（
八
〇
一
）、
十
万
の
吐
蕃
軍
を
撃
破
し
、

そ
の
半
数
を
壊
滅
さ
せ
て
吐
蕃
に
大
打
撃
を
与
え
た
）
15
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
徳
宗
時
代
の
唐
で
は
、
吐
蕃
へ
の
外
交
政
策
と
藩
鎮
の
乱
へ

の
対
応
策
が
密
接
に
連
動
し
、
外
交
と
内
乱
が
交
錯
し
な
が
ら
展
開
し
た
【
図

3
】。
ま
た
唐
は
、
難
敵
の
吐
蕃
に
対
抗
す
る
た
め
、
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
へ
の
外

交
も
展
開
し
、
吐
蕃
と
対
立
す
る
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
と
連
繋
し
、
吐
蕃
包
囲
網
を

構
築
し
て
吐
蕃
を
牽
制
し
た
）
16
（

【
図
2
・
Ａ
】。

第
二
章　

憲
宗
の
治
世
前
半
の
吐
蕃
対
策
と
藩
鎮
対
策
と
の

関
わ
り

│
元
和
四
年
〜
五
年
、
唐
・
吐
蕃
間
の
会
盟
の
た

め
の
交
渉
を
中
心
に
│

憲
宗
は
藩
鎮
抑
圧
策
を
断
行
し
、
安
史
の
乱
後
、
半
独
立
の
様
相
を
呈
し
た
河

朔
三
鎮
や
淮
西
節
度
使
を
統
制
下
に
収
め
た
）
17
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
治
世
は
元
和
中

興
と
称
さ
れ
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
憲
宗
が
藩
鎮
対
策
に
成
功
し
、
唐
王
朝
の
再
興
に
尽
力
し
た
事
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
憲
宗
が
吐
蕃
対
策
に
も
力
を
入
れ
た
事
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
憲
宗
は
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
〜
元
和
五
年
（
八
一

〇
）、
吐
蕃
と
会
盟
の
た
め
の
交
渉
を
行
っ
て
お
り
、
吐
蕃
と
の
外
交
も
重
視
し

て
い
た
。
憲
宗
が
、
藩
鎮
対
策
だ
け
で
な
く
、
吐
蕃
対
策
に
も
強
い
関
心
を
抱
い

て
い
た
点
つ
い
て
は
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
八
、
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
十
二

月
条
に
、
憲
宗
の
言
葉
と
し
て
「
今
両
河
数
十
州
、
皆
国
家
政
令
所
不
及
、
河
湟

数
千
里
、
淪
於
左
衽
、
朕
日
夜
思
雪
祖
宗
之
恥
。」
と
見
え
る
事
か
ら
も
推
測
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
河
北
・
河
南
の
反
側
藩
鎮
を
掌
握
す
る
事
と
、
吐
蕃
に
占
領
さ

れ
た
河
湟
）
18
（

（
隴
右
）
を
奪
還
す
る
事
が
、
憲
宗
に
と
っ
て
唐
王
朝
を
再
建
す
る
た

め
の
二
大
目
標
で
あ
っ
た
。

吐
蕃
は
安
史
の
乱
の
際
、
唐
軍
が
東
方
に
移
動
し
た
隙
に
河
西
・
隴
右
を
占
領

し
た
。
し
か
し
、
乱
後
、
弱
体
化
し
た
唐
は
国
内
問
題
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ず
、

代
宗
も
徳
宗
も
吐
蕃
に
対
し
て
は
防
衛
戦
を
重
ん
じ
、
対
吐
蕃
戦
は
概
ね
消
極
的

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
唐
は
河
西
・
隴
右
を
奪
還
で
き
ず
に
い
た
。

そ
こ
で
、
憲
宗
は
失
地
回
復
を
期
し
、
吐
蕃
に
対
し
積
極
的
に
攻
め
に
転
じ
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
は
『
新
唐
書
』
巻
二
一
六
、
吐
蕃
伝
に
「
憲
宗
常

覽
天
下
図
、
見
河
湟
旧
封
、
赫
然
思
経
略
之
。〔
憲
宗
は
常
に
天
下
の
地
図
を
見

て
は
河
湟
の
旧
領
を
見
て
憤
り
、（
吐
蕃
の
占
領
下
に
あ
る
）
河
湟
の
攻
略
を
考

え
た
。〕」、『
旧
唐
書
』
巻
一
三
三
、
李
愬
伝
に
「
憲
宗
有
意
復
隴
右
故
地
、
元
和

十
三
年
五
月
、
授
愬
鳳
翔
隴
右
節
度
使
。〔
憲
宗
は
隴
右
の
旧
領
を
回
復
し
た
い

と
考
え
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
五
月
、
李
愬
を
鳳
翔
隴
右
節
度
使
に
任
命
し
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た
。〕」
と
あ
る
事
か
ら
も
窺
い
知
る
事
が
で
き
る
。

憲
宗
は
、
こ
の
よ
う
に
吐
蕃
に
対
し
河
西
・
隴
右
を
奪
還
す
る
た
め
の
戦
い
を

挑
み
た
い
と
志
を
抱
い
て
い
た
が
、
即
位
直
後
よ
り
、
劉
闢
の
乱
（
元
和
元
年
）、

楊
恵
琳
の
乱
（
元
和
元
年
）、
王
承
宗
の
乱
（
元
和
四
〜
五
年
）
な
ど
の
藩
鎮
の

乱
が
頻
発
し
た
【
年
表
1
】
た
め
、
当
面
は
藩
鎮
対
策
に
専
念
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
治
世
初
期
の
憲
宗
に
は
吐
蕃
と
和
睦
し
西
北
辺
の
安
寧
を

確
立
す
る
必
要
が
あ
り
、
例
え
ば
、
元
和
元
年
（
八
〇
六
）、
吐
蕃
人
捕
虜
七
十

人
を
釈
放
し
（『
冊
府
元
亀
』
巻
四
二
、
帝
王
部
仁
慈
）、
元
和
四
年
〜
元
和
五
年
、

吐
蕃
と
の
間
で
会
盟
の
た
め
の
交
渉
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
憲
宗
時
代
に
唐
・
吐
蕃
間
で
会
盟
の
た
め
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
事
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
）
19
（

。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
点
は
、
こ
の
交
渉
が

会
盟
締
結
に
至
ら
な
か
っ
た
事
、
こ
の
交
渉
が
『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
等
の
基

本
史
料
に
記
さ
れ
て
い
な
い
事
に
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
憲
宗
が
吐
蕃
の
宰
相
ら
に
下
し
た
勅
書
を
白
居
易
が
記
し
、『
白
氏

文
集
』
に
残
っ
て
い
る
た
め
、
唐
・
吐
蕃
間
で
ど
の
よ
う
な
条
項
が
議
論
さ
れ
た

か
、
ま
た
、
な
ぜ
こ
の
交
渉
が
会
盟
締
結
に
至
ら
な
か
っ
た
か
、
を
推
測
で
き
る
。

白
居
易
は
翰
林
学
士
を
つ
と
め
、
憲
宗
の
勅
書
を
数
多
く
記
し
た
の
み
な
ら
ず
、

自
ら
も
憲
宗
に
対
し
度
々
上
奏
し
て
藩
鎮
対
策
や
吐
蕃
対
策
を
論
じ
た
。
政
府
の

中
枢
部
で
活
躍
し
た
白
居
易
の
文
章
は
『
白
氏
文
集
』
に
収
め
ら
れ
、
憲
宗
期
の

唐
の
国
内
政
策
と
対
外
政
策
を
知
る
た
め
の
重
要
な
第
一
次
史
料
と
言
え
る
。
本

章
で
は
『
白
氏
文
集
』
に
も
基
づ
き
つ
つ
、
憲
宗
の
治
世
初
期
の
藩
鎮
対
策
と
、

元
和
四
年
〜
五
年
の
唐
・
吐
蕃
間
の
会
盟
の
た
め
の
交
渉
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
第
一
節
に
お
い
て
憲
宗
の
治
世
初
期
に
起
こ
っ
た
藩
鎮
の
乱
を
簡
単
に
概

観
し
、
次
い
で
第
二
節
で
藩
鎮
の
乱
の
没
発
前
後
の
唐
王
朝
の
動
向
と
外
交
を
取

り
上
げ
、
第
三
節
で
元
和
四
年
〜
五
年
に
行
わ
れ
た
唐
・
吐
蕃
間
の
会
盟
の
た
め

の
交
渉
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
第
四
節
で
、
吐
蕃
と
の
和
睦
交
渉
と
内
乱
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
一
節　

憲
宗
の
治
世
初
期
に
お
け
る
藩
鎮
の
乱

憲
宗
の
治
世
は
じ
め
、
元
和
元
年
〜
五
年
（
八
〇
六
〜
八
一
〇
）
に
勃
発
し
た

藩
鎮
の
乱
や
反
側
藩
鎮
の
動
向
、
唐
に
よ
る
反
乱
討
伐
の
様
子
を
『
旧
唐
書
』
巻

十
四
、
憲
宗
紀
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
八
等
に
依
拠
し
、
簡
単
に
見
て
お
く
。

憲
宗
の
即
位
（
八
〇
五
）
の
翌
年
と
な
る
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
に
は
剣
南
西

川
節
度
使
の
劉
闢
と
夏
州
兵
馬
使
の
楊
恵
琳
、
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
に
は
鎮
海

軍
節
度
使
の
李
錡
が
各
々
反
乱
を
起
こ
し
た
。
即
位
直
後
の
憲
宗
の
手
腕
が
試
さ

れ
た
が
、
憲
宗
は
こ
れ
ら
の
反
乱
を
全
て
鎮
定
し
、
実
力
を
示
し
た
。

し
か
し
、
憲
宗
は
元
和
四
年
〜
五
年
（
八
〇
九
〜
八
一
〇
）、
成
徳
節
度
使
・

王
承
宗
の
討
伐
に
難
渋
し
た
。
王
承
宗
は
元
和
四
年
三
月
、
父
の
死
後
、
留
後

（
節
度
使
代
理
）
を
自
称
し
た
。
こ
の
と
き
憲
宗
は
藩
帥
位
の
世
襲
を
認
め
ず
、

同
年
四
月
、
討
伐
を
検
討
し
た
。
だ
が
、
成
徳
は
勢
力
と
独
立
心
が
強
く
、
魏

博
・
盧
龍
と
も
結
束
が
固
か
っ
た
【
図
1
】
た
め
、
政
府
内
で
も
派
兵
に
対
し
慎

重
論
が
唱
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
憲
宗
は
成
徳
か
ら
二
州
を
削
り
、
勢
力
削
減
を
試

み
た
上
で
王
承
宗
を
成
徳
節
度
使
に
任
じ
た
が
、
王
承
宗
が
反
発
し
た
た
め
、
十

月
、
王
承
宗
の
官
爵
を
剥
奪
し
討
伐
に
踏
み
切
っ
た
。
し
か
し
、
王
承
宗
討
伐
は

捗
々
し
い
戦
果
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
上
、
十
一
月
に
は
淮
西
節
度
使
の
呉
少
誠

が
死
去
し
、
従
弟
の
呉
少
陽
が
少
誠
の
子
を
殺
し
て
留
後
を
自
称
し
た
。
憲
宗
は

河
北
に
派
兵
中
で
、
淮
西
を
討
伐
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
呉
少
陽
の
留
後
就
任
を

認
め
た
（
元
和
五
年
三
月
）。
だ
が
、
王
承
宗
討
伐
は
半
年
以
上
経
過
し
て
も
戦
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果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
七
月
、
憲
宗
は
王
承
宗
を

許
し
て
成
徳
節
度
使
に
任
命
し
、
討
伐
を
中
止
し
た
【
年
表
1
】。

第
二
節　

内
乱
へ
の
対
応
策
と
外
交

以
上
の
よ
う
に
憲
宗
の
治
世
初
期
、
藩
鎮
の
乱
が
頻
発
し
、
唐
廷
で
は
、
こ
う

し
た
内
乱
へ
の
様
々
な
対
応
策
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。
筆
者
が
こ
こ
で

注
目
し
た
点
は
、
そ
の
際
に
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
の
動
向
に
対
し
て
も
大
き
な
注
意

が
払
わ
れ
た
事
で
あ
る
。
か
つ
て
、
吐
蕃
は
安
史
の
乱
の
時
、
河
西
・
隴
右
を
奪

取
し
、
長
安
を
十
五
日
間
も
占
拠
し
、
ウ
イ
グ
ル
は
建
中
四
年
（
七
八
三
）
〜
興

元
元
年
（
七
八
四
）、
反
側
藩
鎮
の
朱
滔
と
連
合
し
て
河
北
を
襲
撃
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
憲
宗
期
の
唐
政
府
も
、
内
乱
に
乗
じ
て
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
が
侵
攻
し
て
く

る
事
、
あ
る
い
は
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
が
反
乱
分
子
と
結
託
す
る
可
能
性
を
危
惧
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、『
資
治
通
鑑
』『
文
苑
英
華
』『
全
唐
文
』『
白
氏
文
集
』

等
は
、
内
乱
へ
の
対
策
と
外
交
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
憲
宗
に
対
し

て
具
申
さ
れ
た
事
を
伝
え
て
い
る
。

・
元
和
元
年
（
八
〇
六
）、
劉
闢
の
乱
の
際
、
翰
林
学
士
の
李
吉
甫
は
、
吐
蕃
が

間
諜
を
放
ち
唐
の
内
情
を
探
っ
て
い
る
事
、
吐
蕃
と
劉
闢
が
通
好
し
て
い
る
事
、

唐
が
西
南
（
四
川
）
に
派
兵
す
れ
ば
、
吐
蕃
が
そ
の
虚
に
乗
じ
侵
攻
し
て
く
る

可
能
性
も
あ
る
事
を
指
摘
し
た
）
20
（

。

・
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
七
月
、
憲
宗
が
王
承
宗
の
討
伐
に
つ
い
て
臣
下
と
議
論

し
た
際
、
翰
林
学
士
の
李
絳
は
、
吐
蕃
や
ウ
イ
グ
ル
に
乗
じ
る
隙
を
与
え
る
危

険
性
が
あ
る
と
の
理
由
で
、
王
承
宗
へ
の
派
兵
に
懸
念
を
表
明
し
た
）
21
（

。

・
元
和
四
年
十
月
よ
り
始
ま
っ
た
王
承
宗
討
伐
が
半
年
以
上
も
戦
果
を
挙
げ
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
三
月
、
翰
林
学
士
の
白
居
易
は
憲
宗

に
対
し
、
王
承
宗
討
伐
を
止
め
る
よ
う
進
言
し
た
。
こ
の
と
き
白
居
易
は
、
吐

蕃
と
ウ
イ
グ
ル
は
中
国
に
間
諜
（
細
作
）
を
放
ち
情
報
を
収
集
し
、
唐
の
内
情

を
知
悉
し
て
い
る
事
、
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
に
唐
の
兵
力
の
強
弱
や
軍
事
費
の
多

少
を
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
事
、
王
承
宗
討
伐
に
手
こ
ず
る
と
、
吐
蕃
・
ウ
イ

グ
ル
が
虚
に
乗
じ
入
寇
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
事
、
今
の
唐
の
戦
力
で
は
吐

蕃
・
ウ
イ
グ
ル
に
応
戦
で
き
な
い
事
な
ど
を
指
摘
し
た
）
22
（

。

こ
の
よ
う
に
、
藩
鎮
の
乱
が
勃
発
す
る
前
後
、
唐
の
政
権
中
枢
部
で
は
、
吐
蕃

や
ウ
イ
グ
ル
が
内
乱
を
好
機
と
見
て
侵
攻
し
て
く
る
危
険
性
が
あ
る
と
の
指
摘
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
内
乱
の
長
期
化
が
外
圧
を
促
す
契
機
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
警
告

が
発
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
吐
蕃
と
ウ
イ
グ
ル
が
間
諜
を
中
国
に
派
遣
し
て
諜
報
活

動
を
行
っ
て
い
た
事
、
そ
れ
を
唐
政
府
も
察
知
し
て
い
た
事
も
わ
か
る
。

第
三
節　

元
和
四
年
〜
五
年
（
八
〇
九
〜
八
一
〇
）
の

唐
・
吐
蕃
間
の
会
盟
の
た
め
の
交
渉

先
述
の
通
り
、
憲
宗
の
治
世
初
期
、
唐
で
は
藩
鎮
の
乱
が
相
次
ぎ
、
政
府
内
で

も
吐
蕃
対
策
が
論
じ
ら
れ
、
内
乱
に
乗
じ
て
吐
蕃
が
侵
攻
す
る
可
能
性
を
危
惧
す

る
意
見
も
見
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
唐
の
こ
う
し
た
内
憂
が
要
因
と
な
っ
て
、
憲

宗
は
元
和
四
年
〜
五
年
、
吐
蕃
と
会
盟
の
た
め
の
交
渉
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
当
時
の
吐
蕃
は
、
唐
・
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
の
対
吐
蕃
包
囲
網
に
よ
っ
て

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
お
り
【
図
2
・
Ａ
】、
貞
元
十
七
年
（
八
〇
一
）
に
は
吐
蕃

軍
十
万
が
唐
軍
に
大
敗
し
、
兵
力
の
半
分
を
喪
失
す
る
程
の
痛
手
を
受
け
て
い
る
）
23
（

。

つ
ま
り
、
吐
蕃
も
ま
た
対
外
的
な
孤
立
や
軍
事
力
の
弱
体
化
な
ど
に
よ
り
、
唐

と
の
和
睦
を
必
要
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
唐
・
吐
蕃
双
方
の
外
患

緩
和
の
た
め
の
外
交
方
針
が
一
致
し
、
両
国
は
元
和
四
年
〜
五
年
、
会
盟
の
た
め
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の
交
渉
を
行
う
事
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

元
和
四
年
〜
五
年
の
交
渉
の
際
、
憲
宗
は
吐
蕃

に
対
し
、
平
涼
偽
盟
の
時
（
貞
元
三
＝
七
八
七
）

に
吐
蕃
軍
が
捕
縛
し
た
唐
の
捕
虜
（
路
泌
と
鄭
叔

矩
）
を
返
還
す
る
事
、
吐
蕃
の
占
領
下
に
あ
る
西

北
辺
の
三
州
（
安
楽
州
、
秦
州
、
原
州
）
を
唐
に

返
還
し
て
国
境
を
劃
定
す
る
事
、
を
会
盟
の
条
件

と
し
て
提
示
し
た
。
国
境
や
領
土
に
関
す
る
問
題

は
、
こ
れ
ま
で
の
唐
・
吐
蕃
会
盟
の
条
項
の
中
で

最
も
重
視
さ
れ
た
決
め
事
で
あ
り
、
と
り
わ
け
徳

宗
時
代
の
建
中
会
盟
で
は
、
厳
密
に
国
境
を
劃
定

し
た
。
ま
た
、
捕
虜
の
返
還
は
、
建
中
会
盟
の
際
、

唐
と
吐
蕃
の
双
方
が
互
い
の
捕
虜
を
返
還
し
合
っ

た
事
が
会
盟
締
結
の
契
機
に
も
な
り
、
盟
文
に
も

記
さ
れ
た
）
24
（

。
憲
宗
は
徳
宗
に
倣
い
、
吐
蕃
に
対
し
、

捕
虜
返
還
と
国
境
劃
定
を
提
示
し
て
、
会
盟
の
締

結
を
模
索
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
ａ
）�

捕
虜
（
路
泌
、
鄭
叔
矩
）
の
返
還
に
つ
い

て
憲
宗
は
、
和
睦
を
求
め
る
吐
蕃
に
対
し
、
元
和

四
年
（
八
〇
九
）
五
月
、
祠
部
郎
中
の
徐
復
を
吐

蕃
に
派
遣
し
、
平
涼
偽
盟
の
時
（
貞
元
三
＝
七
八

七
）
に
吐
蕃
軍
が
捕
虜
と
し
た
副
元
帥
判
官
の
路

泌
と
会
盟
判
官
の
鄭
叔
矩
を
返
還
す
る
よ
う
要
請

【年表 2】憲宗時代後半（817～820）の吐蕃・ウイグルとの外交、及び、藩鎮対策
年代 吐蕃（唐との和睦交渉、対戦、国内事情等） ウイグル（唐との交渉等） 唐の国情、唐の藩鎮対策、藩鎮の乱等

元和12
（817）

4 月、憲宗が、吐蕃王チデソンツェンの弔問の
ため、烏重玘を弔祭使、段釣を副使に任命し、
吐蕃に派遣。

2月、李誠をウイグルに派遣し、
公主降嫁の延期を伝える。

10月、李愬が蔡州に侵攻し呉元済を捕縛。
11月、呉元済が長安で処刑される。
《淮西平定》

元和13
（818）

5 月、憲宗が隴右奪還のため李愬を鳳翔隴右節
度使に任命。
9 月、吐蕃の使者論矩立蔵が来朝。
10月、吐蕃軍が宥州、鳳翔を包囲。霊武の定遠
城で唐軍が吐蕃軍 2万を撃破。郝玼が 2万餘の
吐蕃軍を撃破し原州城を回復。田縉が霊武で吐
蕃軍 3千餘を撃破。
11月、吐蕃軍が河曲を襲撃。唐軍が夏州で吐蕃
軍 5万を撃破。霊武が、吐蕃の長楽州（安楽
州）の羅城を攻め破壊。王播が峨和城・棲鷄城
（四川省）等を占領し城塞構築。
《唐・吐蕃間の戦闘開始》

この年、ウイグルが朝貢［旧15
憲宗紀］。

正月、李師道（平盧節度使）が三州の献
上と長男の入侍を申し出る。
2月、程権（横海節度使）が入朝・帰順。
4月、王承宗（成徳節度使）が二州を献
上し、息子を人質として長安に送る。劉
聡（盧龍節度使）も恭順。
4月、李師道が三州献上を撤回したので、
憲宗は李師道討伐を決意。
5月、憲宗が、李愬を鳳翔隴右節度使に
任命。
7 月、憲宗は、李愬を武寧節度使に任命
し、宣武・魏博・義成・武寧・横海等に
李師道討伐を命令。《李師道討伐の開始》

元和14
（819）

正月、憲宗が論矩立蔵を帰国させる。
8月、吐蕃軍が慶州に駐屯し、河州に到来。
10月、吐蕃軍約15万が塩州を包囲。塩州刺史の
李文悦が塩州を堅守し、霊武牙将の史敬奉も吐
蕃軍を背後から攻撃したため、吐蕃軍は約27日
間の包囲の後、撤退。
《吐蕃の入寇激化》

正月、ウイグル使節に賜る［冊
976］。
この頃（元和末）ウイグルの合
達干が来朝し公主降嫁を請願。
憲宗はこれを許可。《元和末、
憲宗がウイグルへの公主降嫁を
許可》

正月、李愬が魚臺を陥落させ、田弘正が
東阿、陽穀で淄青軍を破る。
2月、李師道が部下に弑殺され、首級が
長安に届けられる。《李師道の乱を平定》

元和15
（820）

正月、憲宗が塩州城の修築を命令。
2月、弔祭使の田洎が吐蕃を訪れ、憲宗の崩御
を伝える。（このとき吐蕃が田洎に対し、長武
城下で会盟することを要請）
2月、吐蕃軍が霊武に入寇。
3月、吐蕃軍が、青塞堡、塩州に入寇。
7月、吐蕃が遣使し、憲宗の死を弔問。
10月、穆宗が邵同を答吐蕃請和好使となし、吐
蕃に派遣。
10月、吐蕃と党項が涇州に入寇。（このとき吐
蕃は「田洎が会盟を許したので会盟のために来
た」と入寇の理由を説明）
10月、吐蕃が雅州に入寇。王涯が「破吐蕃策」
を献言。（ウイグルに金帛を贈って吐蕃を攻撃
させるよう提案したが、穆宗は許さず）
11月、吐蕃討伐の勅命を受け、李佑（夏州節度
使）が長沢鎮（原州の北）、李聴（霊武節度使）
が長楽州に赴く。
12月、吐蕃軍が烏、白池を包囲。
《吐蕃の激しい入寇がつづく》

正月、憲宗が崩御し、穆宗が即
位。
3月、穆宗が合達干に対しウイ
グルへの公主降嫁を許可。穆宗
が永安公主（第九妹）の保義可
汗への降嫁を決定。
《穆宗がウイグルへの公主降嫁
を許可》
10月、王涯が「破吐蕃策」を献
言。

正月庚子、憲宗が崩御（宦官による暗
殺）。
正月丙午、穆宗が即位。

※略号：旧＝『旧唐書』、冊976＝『冊府元亀』巻976外臣部褒異 3
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九世紀前半の東部ユーラシア情勢と唐の内治のための外交

し
た
（『
旧
唐
書
』
巻
一
九
六
、
吐
蕃
伝
、『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
資
治
通
鑑
』

巻
二
三
七
、
元
和
四
年
五
月
条
）。

貞
元
三
年
（
七
八
七
）
閏
五
月
、
平
涼
偽
盟
に
お
い
て
唐
の
使
節
や
将
兵
が
吐

蕃
軍
に
捕
縛
さ
れ
、
ラ
サ
に
連
行
さ
れ
た
）
25
（

が
、
唐
政
府
が
吐
蕃
に
対
し
、
正
式
に

捕
虜
の
返
還
を
要
請
す
る
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
実
は
、
路
泌
の
息

子
路
隨
が
、
父
親
の
解
放
を
願
い
、
憲
宗
に
対
し
吐
蕃
と
の
和
睦
を
懇
願
し
た
た

め
、
憲
宗
は
路
隨
の
願
い
も
聞
き
入
れ
る
形
で
、
吐
蕃
に
対
し
て
捕
虜
の
返
還
を

求
め
た
の
で
あ
っ
た
（『
旧
唐
書
』
巻
一
五
九
、
路
隨
伝
）。

こ
れ
に
対
し
、
吐
蕃
は
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
五
月
、
論
思
邪
熱
を
派
遣
す
る

と
、
柩
に
納
め
た
路
泌
と
鄭
叔
矩
の
遺
骸
を
返
還
す
る
と
と
も
に
、
鄭
叔
矩
の
息

子
、
文
延
ら
十
三
人
を
帰
国
さ
せ
た
（『
旧
唐
書
』
吐
蕃
伝
）。
吐
蕃
側
も
、
唐
と

の
会
盟
締
結
を
期
し
て
捕
虜
の
返
還
に
応
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
憲
宗
が
元

和
元
年
（
八
〇
六
）、
吐
蕃
人
捕
虜
七
十
人
を
返
還
し
た
た
め
、
吐
蕃
側
も
、
そ

の
返
礼
も
兼
ね
て
鄭
叔
矩
ら
を
唐
に
返
還
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
ｂ
）
三
州
（
安
楽
州
、
秦
州
、
原
州
）
の
返
還
と
国
境
劃
定
に
つ
い
て

次
に
、
会
盟
の
た
め
の
、
よ
り
実
際
的
な
条
項
と
な
る
領
土
の
返
還
と
国
境
の

劃
定
に
関
し
て
、『
白
氏
文
集
』
に
基
づ
き
な
が
ら
確
認
し
て
い
く
。

『
白
氏
文
集
』
巻
三
九
「
與
吐
蕃
宰
相
鉢
闡
布
勅
書
」（
元
和
四
年
冬
作
）
に
は

「
所
議
割
還
安
楽
、
秦
、
原
等
三
州
事
宜
、
已
具
前
書
…
必
欲
復
修
信
誓
、
即
須

重
畫
封
疆
、
雖
両
国
盟
約
之
言
、
積
年
未
定
、
但
三
州
交
割
之
後
、
剋
日
可
期
。

〔
議
題
と
な
っ
て
い
る
安
楽
州
、
秦
州
、
原
州
等
の
三
州
の
割
譲
・
返
還
に
つ
い

て
は
前
の
文
書
で
取
り
上
げ
た
。
…
信
義
の
あ
る
盟
約
を
再
度
締
結
し
た
い
な
ら
、

国
境
を
劃
定
し
直
す
べ
き
で
あ
る
。
両
国
の
盟
約
の
文
言
は
長
年
定
ま
っ
て
い
な

い
が
、
吐
蕃
が
三
州
を
唐
に
割
譲
後
、
日
時
を
決
め
、
会
盟
を
締
結
し
よ
う
。〕」、

『
白
氏
文
集
』
巻
三
九
「
與
吐
蕃
宰
相
尚
綺
心
児
等
書
」（
元
和
五
年
七
月
作
）
に

は
「
若
議
修
盟
、
即
須
重
定
封
疆
、
先
還
三
郡
。〔
も
し
会
盟
の
締
結
を
議
論
す

る
な
ら
、
す
ぐ
に
国
境
を
劃
定
し
直
し
、
吐
蕃
が
ま
ず
三
郡
（
安
楽
州
、
秦
州
、

原
州
）
を
返
還
す
べ
き
で
あ
る
。〕」
と
あ
り
）
26
（

、
憲
宗
は
、
吐
蕃
に
よ
る
会
盟
締
結

の
要
請
に
対
し
、
安
楽
州
（
寧
夏
回
族
自
治
区
霊
武
）、
秦
州
（
甘
粛
省
天
水
市
）、

原
州
（
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
市
）
の
三
州
）
27
（

を
唐
に
返
還
し
、
国
境
を
劃
定
す
る

よ
う
要
求
し
た
。

吐
蕃
側
の
対
応
に
つ
い
て
は
『
旧
唐
書
』
吐
蕃
伝
に
記
載
が
あ
り
、
元
和
五
年

（
八
一
〇
）
六
月
、
憲
宗
が
吐
蕃
の
使
者
と
唐
の
宰
相
杜
佑
に
議
論
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
吐
蕃
の
使
者
は
「
秦
州
、
原
州
、
安
楽
州
を
唐
に
返
還
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
三
州
が
唐
に
実
際
に
返
還
さ
れ
た
と
の
記
事
は
『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』

等
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
吐
蕃
側
は
三
州
を
唐
に
返
還
し
な

か
っ
た
と
推
測
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
十
月
、
平
涼
鎮

遏
兵
馬
使
の
郝
玼
が
吐
蕃
軍
二
万
を
撃
破
し
原
州
城
を
奪
還
し
た
事
、
同
年
十
一

月
、
霊
武
が
吐
蕃
の
長
楽
州
（
安
楽
州
）
28
（

）
の
羅
城
を
攻
め
破
っ
た
事
で
あ
る

（『
旧
唐
書
』
巻
十
五
、
憲
宗
紀
、
吐
蕃
伝
）。
つ
ま
り
、
元
和
十
三
年
の
時
点
で

原
州
と
安
楽
州
は
依
然
と
し
て
吐
蕃
の
占
領
下
に
あ
り
、
吐
蕃
が
三
州
を
唐
に
返

還
し
な
か
っ
た
事
が
推
察
で
き
る
。
憲
宗
が
提
示
し
た
会
盟
の
条
件
は
三
州
の
返

還
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
吐
蕃
が
唐
に
三
州
を
返
還
し
て
い
な
い
た
め
、
憲
宗

期
に
は
唐
・
吐
蕃
間
で
会
盟
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
吐
蕃
か
ら
の
朝
貢
は
元
和
六
年
（
八
一
一
）
か
ら
元
和
十
年
（
八

一
五
）
ま
で
絶
え
な
か
っ
た
（『
旧
唐
書
』
吐
蕃
伝
）。
ま
た
、
元
和
十
三
年
（
八

一
八
）
ま
で
唐
・
吐
蕃
間
に
大
き
な
軍
事
衝
突
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
【
年
表

1
】。
会
盟
の
た
め
の
交
渉
は
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
が
、
両
国
の
友
好
関
係
に
大
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き
な
亀
裂
が
生
じ
る
事
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
四
節　

吐
蕃
と
の
和
睦
交
渉
と
内
乱
と
の
関
連
性
に
つ

い
て

以
上
見
て
き
た
憲
宗
初
期
の
藩
鎮
の
乱
と
吐
蕃
対
策
に
つ
い
て
、
特
に
元
和
四

〜
五
年
（
八
〇
九
〜
八
一
〇
）
の
唐
の
国
内
外
の
情
勢
に
注
目
す
る
と
、
元
和
四

年
三
月
に
王
承
宗
が
自
立
し
、
四
月
に
憲
宗
が
王
承
宗
の
討
伐
を
検
討
し
、
五
月

に
憲
宗
が
徐
復
を
吐
蕃
に
派
遣
し
和
睦
交
渉
を
始
め
て
い
る
【
年
表
1
】。
ま
た
、

王
承
宗
の
討
伐
に
関
し
て
は
政
府
内
で
も
慎
重
論
が
見
ら
れ
、
憲
宗
も
、
河
北
と

淮
西
へ
の
二
正
面
作
戦
を
回
避
す
る
た
め
、
や
む
な
く
呉
少
陽
の
留
後
就
任
を
容

認
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
憲
宗
は
元
和
四
〜
五
年
、
王
承
宗
討
伐
に
専
念
す
る

た
め
、
吐
蕃
と
の
会
盟
締
結
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
内
情
勢
が
不
安
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吐
蕃
に
対
し
、

捕
虜
の
返
還
、
三
州
の
返
還
、
国
境
の
劃
定
を
毅
然
と
要
求
し
て
お
り
、
憲
宗
の

気
概
が
窺
え
る
。
だ
が
、
吐
蕃
は
三
州
を
返
還
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
交
渉

の
成
果
は
憲
宗
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
王
承
宗

討
伐
も
失
敗
し
、
内
憂
が
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
憲
宗
は
吐
蕃
に
対
し
、
厳

し
く
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
三
章　

開
元
十
三
年
以
降
の
唐
・
吐
蕃
戦
│
開
元
十
二
年

の
淮
西
平
定
と
の
関
連
性
│

憲
宗
は
治
世
前
半
に
は
藩
鎮
対
策
に
専
念
し
た
が
、
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）、

淮
西
節
度
使
・
呉
元
済
の
乱
を
鎮
定
し
、
藩
鎮
対
策
が
一
段
落
す
る
と
、
元
和
十

三
年
（
八
一
八
）
よ
り
対
吐
蕃
戦
に
着
手
し
た
。
本
章
で
は
、
元
和
十
二
年
の
淮

西
平
定
と
、
元
和
十
三
年
か
ら
始
ま
る
対
吐
蕃
戦
の
関
わ
り
に
注
目
し
、
和
平
か

ら
対
戦
に
転
じ
た
唐
の
吐
蕃
政
策
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

第
一
節　

淮
西
平
定
（
元
和
十
二
年
）
と
対
吐
蕃
戦
の
開

始
（
元
和
十
三
年
）
と
の
相
関

元
和
九
年
〜
十
二
年
（
八
一
四
〜
八
一
七
）
の
淮
西
討
伐
は
唐
に
と
っ
て
困
難

な
戦
い
で
あ
っ
た
が
、
元
和
十
二
年
十
月
、
李
愬
が
淮
西
節
度
使
の
呉
元
済
を
捕

縛
し
、
よ
う
や
く
平
定
し
た
。
そ
の
後
、
憲
宗
は
淮
西
節
度
使
の
領
域
を
三
分
割

し
、
勢
力
削
減
に
つ
と
め
た
）
29
（

。
淮
西
の
平
定
は
唐
王
朝
の
威
信
を
大
い
に
高
め
、

安
史
の
乱
後
、
半
独
立
の
様
相
を
呈
す
る
河
朔
三
鎮
な
ど
に
対
し
て
も
畏
怖
の
念

を
抱
か
せ
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
正
月
〜
四
月
、
平
盧
節
度
使
の
李
師
道
、

成
徳
節
度
使
の
王
承
宗
、
盧
龍
節
度
使
の
劉
總
、
横
海
節
度
使
の
程
権
が
、
憲
宗

に
対
し
、
息
子
の
入
侍
や
州
の
献
上
を
申
し
出
、
唐
王
朝
に
対
し
て
恭
順
の
意
を

示
し
た
。
し
か
し
、
李
師
道
が
同
年
四
月
、
三
州
と
人
質
の
献
上
を
撤
回
し
た
た

め
、
憲
宗
は
七
月
、
宣
武
・
魏
博
・
義
成
・
武
寧
・
横
海
等
に
対
し
、
李
師
道
討

伐
を
命
令
し
た
（『
旧
唐
書
』
憲
宗
紀
、『
新
唐
書
』
巻
七
、
憲
宗
紀
、『
資
治
通

鑑
』
巻
二
四
〇
、
年
表
2
）。

前
述
の
通
り
、
憲
宗
は
吐
蕃
の
占
領
下
か
ら
河
湟
（
隴
右
）
を
奪
還
し
た
い
と

志
を
抱
い
て
い
た
が
、
治
世
前
半
は
藩
鎮
対
策
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ず
、
吐
蕃
と

は
友
好
関
係
を
保
ち
外
圧
の
軽
減
に
つ
と
め
た
。
し
か
し
、
淮
西
平
定
の
翌
年
の

元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
十
月
よ
り
、
唐
軍
に
よ
る
吐
蕃
へ
の
波
状
攻
撃
が
始

ま
っ
て
い
る
事
か
ら
、
憲
宗
が
念
願
の
河
湟
（
隴
右
）
奪
還
戦
を
始
動
さ
せ
た
事

が
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
李
天
石
氏
、
馬
勇
氏
は
、
淮
西
の
平
定
と
対
吐
蕃
戦
の
開
始
と
の
関
連
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性
を
示
す
事
象
と
し
て
、
元
和
十
二
年
〜
十
三
年
（
八
一
七
〜
八
一
八
）
の
将
軍

李
愬
の
異
動
を
挙
げ
て
い
る
）
30
（

。

李
愬
は
、
元
和
十
二
年
十
月
、
淮
西
節
度
使
の
呉
元
済
を
捕
縛
し
、
淮
西
の
乱

を
鎮
定
し
た
名
将
で
あ
っ
た
。
淮
西
平
定
後
の
李
愬
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』

李
愬
伝
に
「
憲
宗
有
意
復
隴
右
故
地
、
元
和
十
三
年
五
月
、
授
愬
鳳
翔
隴
右
節
度

使
…
愬
未
発
、
属
李
師
道
再
叛
…
乃
移
愬
為
徐
州
刺
史
、
武
寧
軍
節
度
使
。」
と

見
え
る
。
つ
ま
り
、
憲
宗
は
隴
右
奪
還
を
期
し
、
元
和
十
三
年
五
月
、
李
愬
を
対

吐
蕃
戦
の
前
線
司
令
官
と
な
る
鳳
翔
隴
右
節
度
使
に
任
命
し
た
。
し
か
し
、
李
愬

が
隴
右
に
出
撃
す
る
前
に
、
平
盧
節
度
使
の
李
師
道
が
叛
旗
を
翻
し
た
た
め
、
元

和
十
三
年
（
八
一
八
）
七
月
）
31
（

、
憲
宗
は
李
愬
を
改
め
て
武
寧
節
度
使
に
任
じ
、
河

北
に
派
遣
し
た
【
年
表
2
】。

こ
の
よ
う
に
、
淮
西
平
定
後
、
西
方
の
隴
右
奪
還
戦
と
東
方
の
李
師
道
討
伐
が

重
要
な
戦
い
と
な
っ
た
が
、
藩
鎮
対
策
が
や
は
り
優
先
課
題
で
あ
っ
た
た
め
、
憲

宗
は
、
名
将
の
李
愬
を
対
吐
蕃
戦
で
は
な
く
李
師
道
討
伐
に
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
主
要
な
戦
力
を
李
師
道
討
伐
に
投
入
し
た
甲
斐
も
あ
っ
て
、
元
和
十
四

年
（
八
一
九
）
二
月
、
唐
は
李
師
道
の
乱
を
鎮
圧
し
た
【
年
表
2
】。

第
二
節　

元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
以
降
、
唐
・
吐
蕃
間

の
戦
闘
激
化

元
和
十
三
年
七
月
、
李
師
道
討
伐
の
た
め
に
、
李
愬
を
初
め
と
す
る
唐
の
主
戦

力
が
東
方
戦
線
に
投
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
対
吐
蕃
戦
が
唐
側
に
著
し
く

不
利
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
西
北
辺
の
前
線
の
武
将
ら
が
吐
蕃
軍
と
の
戦
い

で
善
戦
し
た
。
ま
ず
、『
旧
唐
書
』
憲
宗
紀
、
吐
蕃
伝
、『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
〇
、
巻
二
四
一
な
ど
か
ら
、
元
和
十
三
年
〜
十
四
年
（
八

一
八
〜
八
一
九
）
の
唐
・
吐
蕃
間
の
対
戦
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

元
和
十
三
年
十
月
、
吐
蕃
軍
が
宥
州
、
鳳
翔
を
包
囲
し
た
。
一
方
、
同
じ
元
和

十
三
年
十
月
、
霊
武
の
定
遠
城
で
、
唐
軍
が
吐
蕃
軍
二
万
を
撃
破
し
た
。
ま
た
、

平
涼
鎮
遏
使
の
郝
玼
が
、
二
万
餘
の
吐
蕃
軍
を
撃
破
し
、
原
州
城
を
回
復
し
た
。

更
に
、
夏
州
節
度
使
の
田
縉
が
、
霊
武
で
再
度
吐
蕃
軍
三
千
餘
を
撃
破
し
た
。
同

年
十
一
月
に
は
、
吐
蕃
軍
が
河
曲
を
攻
撃
し
た
。
同
じ
十
一
月
、
唐
軍
は
夏
州
で

吐
蕃
軍
五
万
を
撃
破
し
、
霊
武
が
吐
蕃
の
長
楽
州
（
安
楽
州
）
の
羅
城
を
攻
撃
し

破
壊
し
た
。
ま
た
、
剣
南
西
川
節
度
使
の
王
播
が
、
峨
和
城
と
棲
鷄
城
（
と
も
に

四
川
省
）
等
を
占
領
し
、
城
塞
を
築
い
た
。

元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
八
月
、
吐
蕃
軍
は
慶
州
に
駐
屯
し
、
河
州
に
到
来
し

た
。
ま
た
、
同
年
十
月
に
は
、
吐
蕃
の
節
度
使
論
三
摩
、
宰
相
の
論
塔
蔵
、
中
書

令
の
尚
綺
心
児
が
、
約
十
五
万
の
軍
勢
を
率
い
、
塩
州
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
と
き

党
項
も
吐
蕃
軍
に
加
勢
し
た
。
吐
蕃
軍
は
圧
倒
的
な
戦
力
で
幾
重
に
も
塩
州
を
包

囲
し
、
攻
城
機
も
投
入
し
て
城
壁
を
破
砕
し
た
が
、
塩
州
刺
史
の
李
文
悦
が
塩
州

を
堅
守
し
た
た
め
、
吐
蕃
側
も
苦
戦
し
た
。
更
に
、
霊
武
牙
将
の
史
敬
奉
が
吐
蕃

軍
を
背
後
か
ら
攻
撃
し
た
た
め
、
吐
蕃
軍
は
、
約
二
十
七
日
に
及
ぶ
攻
撃
の
後
、

塩
州
の
包
囲
を
解
い
て
撤
退
し
た
【
年
表
2
】。

以
上
が
唐
・
吐
蕃
間
の
戦
い
の
経
緯
で
あ
る
。
な
お
、『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』

吐
蕃
伝
に
よ
れ
ば
、
元
和
十
三
年
十
月
に
吐
蕃
が
先
に
戦
い
を
仕
掛
け
た
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。
吐
蕃
は
間
諜
を
派
遣
し
唐
の
内
情
を
探
っ
て
お
り
、
憲
宗
が
隴

右
奪
回
戦
を
始
め
る
事
を
察
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
戦
場
と
な
っ
た

諸
市
は
唐
と
吐
蕃
の
国
境
地
帯
に
あ
る
た
め
、
吐
蕃
も
唐
側
の
侵
攻
を
予
期
し
、

あ
ら
か
じ
め
出
動
態
勢
を
整
え
、
唐
よ
り
も
先
ん
じ
て
攻
撃
を
開
始
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
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こ
の
戦
い
で
唐
側
は
数
都
市
を
吐
蕃
か
ら
奪
還
し
た
も
の
の
、
隴
右
全
土
の
奪

回
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
）
32
（

。
の
み
な
ら
ず
、
元
和
十
三
年
以
降
、
吐
蕃
軍
の
入

寇
が
激
し
く
な
っ
た
【
年
表
2
】。
そ
れ
ゆ
え
、
憲
宗
は
ウ
イ
グ
ル
に
公
主
を
降

嫁
さ
せ
、
対
吐
蕃
で
連
繋
す
る
事
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。
次
章
で
は
、
唐
の

吐
蕃
対
策
に
も
留
意
し
つ
つ
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
の
問
題
を
検
討
す
る
。

第
四
章　

憲
宗
時
代
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
問

題

和
蕃
公
主
の
降
嫁
）
33
（

は
、
特
に
安
史
の
乱
後
、
弱
体
化
し
た
唐
に
と
っ
て
ウ
イ
グ

ル
と
の
親
善
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
重
要
な
外
交
政
策
と
な
り
、
粛
宗
は
娘
の

寧
国
公
主
、
代
宗
は
養
女
の
崇
徽
公
主
（
僕
固
懐
恩
の
娘
）、
徳
宗
は
娘
の
咸
安

公
主
を
各
々
可
汗
に
嫁
が
せ
、
外
圧
の
緩
和
に
つ
と
め
た
。

し
か
し
、
憲
宗
は
、
咸
安
公
主
の
死
去
（
元
和
三
＝
八
〇
八
）
後
、
保
義
可
汗

が
友
好
関
係
の
維
持
を
求
め
て
新
た
な
公
主
の
降
嫁
を
し
ば
し
ば
請
願
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
治
世
末
期
の
元
和
末
（
八
二
〇
年
頃
）
ま
で
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公

主
降
嫁
を
許
可
し
な
か
っ
た
（『
旧
唐
書
』
巻
一
九
五
、
迴
紇
伝
）。

憲
宗
が
ウ
イ
グ
ル
に
公
主
降
嫁
を
許
さ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、『
新
唐
書
』

巻
二
一
七
、
回
鶻
伝
に
は
「
回
鶻
之
請
昏
、
有
司
度
費
当
五
百
萬
、
帝
方
内
討
彊

節
度
、
故
…
不
可
」、『
旧
唐
書
』
巻
一
六
五
、
殷
侑
伝
に
は
「
迴
紇
請
和
親
、
朝

廷
計
費
五
百
萬
緡
。
朝
廷
方
用
兵
伐
叛
、
費
用
百
端
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
降
嫁

の
た
め
に
は
五
百
万
緡
と
い
う
巨
額
の
資
装
費
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き

唐
は
内
乱
鎮
圧
の
た
め
出
兵
し
て
お
り
、
軍
事
費
な
ど
様
々
な
事
に
出
費
を
強
い

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
高
額
の
資
装
費
を
捻
出
す
る
余
裕
が
な
く
、
憲
宗
は
ウ

イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
が
吐
蕃
牽
制
と
い
う
意
義
も
持
つ
点
）
34
（

に
注

目
し
、
憲
宗
期
の
公
主
降
嫁
問
題
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。
筆
者
が
吐
蕃
の
動
向

を
考
慮
す
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
の
理
由
は
、『
旧
唐
書
』
迴
紇
伝
に
「
至

元
和
末
…
…
憲
宗
以
北
虜
有
勳
労
於
王
室
、
又
西
戎
比
歲
為
辺
患
、
遂
許
以
妻

之
。」
と
あ
り
、「
吐
蕃
が
近
年
辺
境
地
帯
を
襲
撃
す
る
た
め
、
憲
宗
は
ウ
イ
グ
ル

へ
の
公
主
降
嫁
を
許
可
し
た
」
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
第
二
の
理
由
は
、

第
一
章
で
見
た
よ
う
に
咸
安
公
主
が
吐
蕃
牽
制
の
た
め
に
ウ
イ
グ
ル
に
降
嫁
し
た

事
に
あ
る
【
図
2
・
Ａ
】。
憲
宗
が
吐
蕃
牽
制
の
た
め
に
ウ
イ
グ
ル
と
の
友
好
関

係
を
重
視
す
る
な
ら
、
咸
安
公
主
の
死
後
（
元
和
三
＝
八
〇
八
）、
す
ぐ
に
新
し

い
公
主
を
降
嫁
さ
せ
、
ウ
イ
グ
ル
と
の
親
善
強
化
を
試
み
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
元
和
末
（
八
二
〇
年
頃
）
ま
で
約
十
年
間
、
憲
宗
は
ウ
イ
グ
ル
側
の
度
重

な
る
要
請
も
拒
否
し
、
公
主
降
嫁
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
唐
と
吐

蕃
の
関
係
が
切
迫
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
事
も
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
本
章
で

は
吐
蕃
の
動
向
に
も
留
意
し
な
が
ら
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
の
問
題
を
確
認
し

て
い
く
。

元
和
末
に
憲
宗
が
公
主
降
嫁
を
許
可
す
る
ま
で
の
間
に
、
ウ
イ
グ
ル
か
ら
は
公

主
の
降
嫁
を
求
め
る
使
者
が
二
度
来
朝
し
（
元
和
八
年
〔
八
一
三
〕
の
伊
難
珠
の

来
朝
と
、
元
和
末
の
合
達
干
の
来
朝
）、
唐
も
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）
に
李
誠

を
ウ
イ
グ
ル
に
派
遣
し
、
降
嫁
の
延
期
を
伝
え
て
い
る
。
本
章
で
は
、
第
一
節
で

伊
難
珠
の
来
朝
、
第
二
節
で
李
誠
の
ウ
イ
グ
ル
へ
の
派
遣
、
第
三
節
で
合
達
干
の

来
朝
を
各
々
取
り
上
げ
、
公
主
降
嫁
を
巡
る
唐
・
ウ
イ
グ
ル
間
の
外
交
交
渉
を
、

吐
蕃
の
動
向
や
藩
鎮
の
乱
と
も
関
連
さ
せ
考
察
す
る
。
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第
一
節　

元
和
八
年
（
八
一
三
）
の
伊
難
珠
の
来
朝

元
和
八
年
、
保
義
可
汗
は
伊
難
珠
を
憲
宗
の
も
と
に
派
遣
し
、
公
主
降
嫁
を
請

願
し
た
。
だ
が
、
憲
宗
が
返
答
し
な
か
っ
た
た
め
、
保
義
可
汗
は
三
千
の
騎
兵
を

率
い
て
鸊
鵜
泉
（
西
受
降
城
の
北
三
百
里
）
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め
唐
の
振
武
軍

は
黒
山
に
駐
屯
し
、
天
德
城
で
は
ウ
イ
グ
ル
軍
へ
の
防
備
を
固
め
厳
戒
態
勢
を
敷

い
た
（『
旧
唐
書
』
迴
紇
伝
、『
新
唐
書
』
回
鶻
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
九
）。

し
か
し
、
可
汗
の
襲
来
が
唐
・
ウ
イ
グ
ル
間
の
大
き
な
衝
突
に
発
展
す
る
事
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
ウ
イ
グ
ル
は
元
和
九
年
（
八
一
四
）
以
降
も
朝
貢
と
互
市
を
続

け
て
お
り
）
35
（

、
可
汗
の
襲
来
を
機
に
、
そ
の
後
の
唐
と
ウ
イ
グ
ル
の
関
係
が
悪
化
す

る
事
も
な
か
っ
た
【
年
表
1
】。
そ
れ
ゆ
え
元
和
八
年
の
保
義
可
汗
の
襲
来
は
、

公
主
降
嫁
を
認
め
な
い
憲
宗
に
対
し
、
降
嫁
を
促
す
た
め
の
威
嚇
行
為
で
あ
っ
た

と
も
見
な
せ
よ
う
。

こ
の
と
き
、
礼
部
尚
書
の
李
絳
は
憲
宗
に
対
し
、
ウ
イ
グ
ル
に
公
主
を
降
嫁
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
降
嫁
の
利
点
と
し
て
以
下
の
三
点
を
あ
げ
た
。
①

ウ
イ
グ
ル
の
入
寇
が
な
く
な
る
の
で
城
塞
と
兵
力
の
強
化
が
可
能
で
あ
る
事
、
②

北
方
を
警
戒
す
る
必
要
が
な
く
な
る
の
で
淮
西
征
伐
に
兵
力
を
集
中
で
き
る
事
、

③
ウ
イ
グ
ル
と
の
和
睦
に
よ
り
吐
蕃
を
牽
制
で
き
る
た
め
、
吐
蕃
の
入
寇
を
阻
止

で
き
る
事
、
の
三
点
で
あ
る
。
そ
し
て
李
絳
は
、
降
嫁
の
た
め
の
費
用
は
江
淮
の

大
縣
か
ら
の
賦
税
二
十
万
緡
）
36
（

で
賄
え
る
と
述
べ
、
懸
念
さ
れ
る
資
装
金
問
題
に
つ

い
て
も
解
決
案
を
示
し
た
）
37
（

が
、
憲
宗
は
公
主
降
嫁
を
許
さ
な
か
っ
た
。

憲
宗
が
公
主
降
嫁
を
認
め
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
、
資
装
金
以
外
に
考
え
ら
れ

る
事
は
、
吐
蕃
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
吐
蕃
は
前
述
の
よ
う
に
元
和
十
年
（
八
一

五
）
ま
で
朝
貢
を
続
け
、
入
寇
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
元
和
八
年
〜
九
年

の
時
点
で
は
唐
と
吐
蕃
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
李
絳
も
指
摘
す
る

「
吐
蕃
牽
制
の
た
め
の
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
」
と
い
う
重
要
性
が
薄
ら
い
で

い
た
点
も
、
憲
宗
が
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
を
許
さ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

第
二
節　

元
和
十
二
年
（
八
一
七
）、
李
誠
の
ウ
イ
グ
ル
へ

の
派
遣
と
降
嫁
延
期
の
要
請

憲
宗
は
、
元
和
十
二
年
二
月
、
入
廻
鶻
使
の
李
誠
と
副
使
の
殷
侑
を
ウ
イ
グ
ル

に
派
遣
し
、「
公
主
降
嫁
を
延
期
し
た
い
」
と
伝
え
た
）
38
（

。
当
時
の
唐
は
、
淮
西
の

呉
元
済
と
河
北
の
王
承
宗
に
各
々
討
伐
軍
を
派
遣
し
、
巨
額
の
軍
事
費
を
要
し
て

い
た
た
め
、
や
は
り
莫
大
な
資
装
金
の
捻
出
は
困
難
で
あ
っ
た
【
年
表
1
、
年
表

2
】。
そ
れ
ゆ
え
、
憲
宗
は
保
義
可
汗
に
対
し
、
公
主
降
嫁
の
延
期
を
請
願
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
頃
の
唐
・
吐
蕃
関
係
も
良
好
で
あ
っ
た
。
吐
蕃
は
元
和
六
年
〜
十

年
（
八
一
一
〜
八
一
五
）、
朝
貢
を
欠
か
さ
ず
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）、
吐
蕃
王

チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
が
死
去
し
た
際
、
憲
宗
も
、
烏
重
玘
を
弔
祭
使
、
段
釣
を
副
使

に
各
々
任
命
し
て
吐
蕃
に
派
遣
し
、
吐
蕃
王
の
死
を
悼
ん
だ
）
39
（

（
元
和
十
二
年
四

月
）。
つ
ま
り
、
唐
は
依
然
と
し
て
吐
蕃
と
友
好
関
係
を
築
い
て
お
り
、
対
吐
蕃

連
合
の
た
め
に
、
あ
え
て
ウ
イ
グ
ル
と
和
親
を
強
化
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
、
憲
宗
は
保
義
可
汗
へ
の
公
主
降
嫁
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
降

嫁
の
延
期
を
伝
え
た
理
由
は
、
可
汗
の
気
持
ち
を
損
な
わ
な
い
た
め
の
配
慮
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
ウ
イ
グ
ル
側
の
事
情
は
、
唐
よ
り
も
深
刻
で
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
の
時

期
、
ウ
イ
グ
ル
は
吐
蕃
と
交
戦
し
て
お
り
、
元
和
十
一
年
（
八
一
六
）
に
は
吐
蕃

軍
が
ウ
イ
グ
ル
の
拠
点
に
迫
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
即
ち
、『
旧
唐
書
』
吐
蕃
伝
に
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は
、
吐
蕃
の
都
元
帥
・
尚
綺
心
児
が
、
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
に
、「
迴
紇
小
国

也
。
我
以
丙
申
年
踰
磧
討
逐
、
去
其
城
郭
二
日
程
、
計
到
即
破
滅
矣
。
會
我
聞
本

国
有
喪
而
還
。〔
ウ
イ
グ
ル
は
小
国
だ
。
私
は
丙
申
の
年
（
＝
元
和
十
一
年
丙
申
）、

砂
漠
を
越
え
て
ウ
イ
グ
ル
を
追
撃
し
、
そ
の
城
郭
）
40
（

を
去
る
こ
と
二
日
の
距
離
ま
で

迫
っ
た
。
私
が
城
郭
に
到
達
し
て
い
れ
ば
、
ウ
イ
グ
ル
は
破
滅
し
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
と
き
私
は
本
国
の
喪
（
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
の
死
）
を
聞
き
、
帰

国
し
た
。〕」
と
発
言
し
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
発
言
は
幾
分
誇
張
か
も
知
れ
な
い
が
、
ウ
イ
グ
ル
は
、
吐
蕃
と
の
対
立
に

強
い
危
機
感
を
抱
き
、
唐
と
の
連
繋
強
化
を
図
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
ウ
イ
グ
ル
が
公
主
降
嫁
を
強
く
希
望
し
た
背
景
に
は
、
巨
額
の
資
装
金
の

獲
得
と
い
う
思
惑
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
唐
と
連
繋
し
て
吐
蕃
を
牽
制
す
る
と

い
う
外
交
戦
略
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節　

 

元
和
末
、
合
達
干
の
来
朝
と
憲
宗
に
よ
る
公
主

降
嫁
の
許
可

元
和
年
間
の
末
（
八
二
〇
年
頃
）、
憲
宗
が
ウ
イ
グ
ル
に
対
し
、
公
主
の
降
嫁

を
許
可
し
た
。
前
記
の
『
旧
唐
書
』
迴
紇
伝
に
は
、
憲
宗
が
公
主
降
嫁
を
認
め
た

理
由
の
一
つ
に
「
西
戎
比
歲
為
辺
患
（
吐
蕃
が
近
頃
辺
境
地
帯
を
襲
撃
す
る
）」

と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
十
月
以
降
の
吐
蕃
軍
に
よ
る

入
寇
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
憲
宗
は
激
化
す
る
吐
蕃
の
入
寇
に
対
抗
す
る
た
め
、

そ
れ
ま
で
頑
な
に
拒
絶
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
を
決
断
し
た
の
で
あ

る
【
年
表
2
、
図
4
】。

憲
宗
は
、
こ
う
し
て
吐
蕃
牽
制
の
た
め
に
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
を
認
め
た

が
、
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
正
月
、
憲
宗
が
崩
御
し
た
た
め
、
息
子
の
穆
宗
が
、

【年表 3】穆宗時代（821～822）の吐蕃との長慶会盟、ウイグルへの太和公主降嫁、藩鎮の乱
年代 吐蕃（唐との和睦交渉、及び対戦） ウイグル（唐との交渉） 唐の国情、唐の藩鎮対策、藩鎮の乱など

長慶元
（821）

6 月、吐蕃が唐とウイグルの通婚を聞き青塞堡
を襲撃。塩州刺史の李文悦がこれを撃退。
9月、吐蕃が論訥羅を派遣し、唐に会盟締結を
請願すると、穆宗は吐蕃との会盟を許可。
9 月、穆宗が劉元鼎を西蕃盟会使に任命。
10月10日、長安で唐の宰相らと吐蕃の使者論訥
羅が会盟。《長慶会盟：於長安》
10月、李進誠（霊武節度使）と吐蕃軍が大石山
で対戦。

2月、保義可汗が死去。
4月、穆宗が新可汗を登羅羽録
没密施句主録毗伽可汗（＝崇徳
可汗）に冊立。
5月、ウイグル使節が公主を迎
えに来たため、穆宗は妹の太和
長公主をウイグルに嫁がせる事
を決定。
6月、吐蕃が唐とウイグルの通
婚を聞き青塞堡を襲撃するが、
塩州刺史の李文悦がこれを撃退。
ウイグルは「 1 万騎を北庭から、
1万騎を安西から各々出撃させ、
吐蕃軍を阻止しながら公主をウ
イグルに連れ帰る」と上奏。
7月、太和公主が長安を出発し
ウイグルに降嫁。
《太和公主のウイグルへの降嫁》

7 月10日、幽州で反乱勃発；幽州兵が、
幽州盧龍軍節度使の張弘靖を捕え、朱克
融（幽州都知兵馬使）を留後に推戴。
7月28日、成徳で反乱勃発；王廷湊（成
徳都知兵馬使）が、成徳節度使の田弘正
を殺害。 
8 月、瀛州で反乱勃発；観察使の盧士玫
が捕えられ幽州に送られる。王廷湊が深
州を包囲。
9月、相州で反乱勃発；相州刺史の邢楚
が殺される。朱克融が易州を襲撃。
10月、朱克融が蔚州を攻撃。王廷湊が貝
州を攻撃。
11月、朱克融が定州を攻撃。淄青の将馬
延崟が反乱を起こしたので、薛平（平盧
節度使）がこれを撃破。
12月、穆宗は朱克融を許して幽州節度使
に任命し、王廷湊の討伐に専念。

長慶 2
（822）

4 月24日、劉元鼎がラサに到着。
5月 6日、ラサで唐と吐蕃が会盟。
《長慶会盟：於ラサ》
6 月、吐蕃軍が霊武と塩州に入寇。
8月、劉元鼎が吐蕃から帰国。

この頃、ウイグルが唐の河北平
定戦に加勢するため 3千の援軍
を派遣。
2月、ウイグルに馬の代価とし
て絹 5万匹を下賜。
3月、ウイグルに再度馬の代価
として絹 7万匹を下賜。豊州に
いたウイグルの援軍（李義節が
統率）が帰国。
閏10月、胡証らが長安に帰還。

正月、魏博で反乱勃発；田布（魏博節度
使）が王廷湊討伐に赴くが、史憲誠（先
鋒兵馬使）に迫られ自殺。穆宗は、留後
を自称する史憲誠を許し、魏博節度使に
任命。
2月、穆宗が王廷湊を成徳節度使に任命。
3月、崔群（武寧節度使）が副使の王智
興に追放されるが、穆宗は智興を武寧節
度使に任命。
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ウ
イ
グ
ル
へ
の
降
嫁
政
策
を
継
承
す
る
。

憲
宗
か
ら
穆
宗
に
代
替
わ
り
し
た
時
期
（
元
和
十
五
年
）
の
公
主
降
嫁
に
関
す

る
記
述
は
、『
旧
唐
書
』
迴
紇
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
一
、
元
和
十
五
年
条
、

『
唐
会
要
』
巻
九
八
、
迴
紇
伝
に
、
以
下
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
元
和
末
、

ウ
イ
グ
ル
の
使
者
合
達
干
が
来
朝
し
、
通
婚
を
請
願
し
た
た
め
、
憲
宗
は
合
達
干

に
対
し
公
主
降
嫁
を
許
し
た
。
だ
が
、
元
和
十
五
年
正
月
、
憲
宗
が
崩
御
し
た
た

め
、
穆
宗
が
同
年
三
月
、
合
達
干
を
引
見
し
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
を
許
し
、

合
達
干
を
帰
国
さ
せ
た
。
穆
宗
は
同
じ
三
月
、
第
九
妹
を
永
安
長
公
主
に
封
じ
、

保
義
可
汗
に
降
嫁
さ
せ
る
事
と
し
た
。

な
お
、
皇
帝
が
代
替
わ
り
し
て
も
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
の
方
針
が
変
わ
ら

ず
、
後
述
の
よ
う
に
、
無
理
を
し
て
で
も
実
行
し
て
い
る
点
は
、
特
筆
す
べ
き
事

で
あ
る
。
即
ち
、
唐
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
に
よ
り
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
が
、

も
は
や
、
皇
帝
個
人
と
い
う
よ
り
も
、
唐
の
国
家
政
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
た
事
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
公
主
降
嫁
は
、
長
慶
元
年
（
八
二
一
）、

太
和
公
主
の
ウ
イ
グ
ル
へ
の
輿
入
れ
に
よ
っ
て
実
現
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

章
を
改
め
、
吐
蕃
の
動
向
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第
五
章　

 

ウ
イ
グ
ル
へ
の
太
和
公
主
の
降
嫁
、

吐
蕃
と
の
長
慶
会
盟
の
締
結

本
章
で
は
、
九
世
紀
前
半
の
外
交
の
大
き
な
転
換

点
と
も
言
え
る
長
慶
元
年
〜
二
年
（
八
二
一
〜
八
二

二
）
の
ウ
イ
グ
ル
へ
の
太
和
公
主
の
降
嫁
と
、
吐
蕃

と
の
長
慶
会
盟
の
締
結
に
つ
い
て
、
唐
国
内
の
藩
鎮

対
策
と
の
相
関
に
も
着
目
し
つ
つ
、
時
系
列
に
沿
っ

て
見
て
い
く
。

第
一
節　

 

元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
十
月
、

ウ
イ
グ
ル
を
利
用
し
た
吐
蕃
へ
の

対
抗
策
と
し
て
の
「
破
吐
蕃
策
」

の
建
言

穆
宗
時
代
に
な
っ
て
も
吐
蕃
に
よ
る
激
し
い
入
寇

は
続
き
、
吐
蕃
軍
は
、
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
二

※黒矢印は比較的明確な関連、点線矢印は推測、
　楕円形は和親、四角は対戦・対立を示す

【図 4】長慶会盟締結に至るまでの唐・吐蕃・ウイグル・藩鎮の動向
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史　　　窓

月
に
霊
武
、
三
月
に
青
塞
堡
と
塩
州
、
十
月
に
は
涇
州
と
雅
州
を
各
々
攻
撃
し
た

【
年
表
2
】。
こ
の
た
め
、
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
十
月
、
剣
南
東
川
節
度
使
の

王
涯
は
「
破
吐
蕃
策
」
を
献
言
し
、
ウ
イ
グ
ル
に
金
帛
を
贈
っ
て
吐
蕃
を
攻
撃
さ

せ
る
よ
う
提
案
し
た
。
た
だ
し
、
穆
宗
は
こ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
（『
旧
唐
書
』

巻
十
六
、
穆
宗
紀
、
元
和
十
五
年
十
月
条
、『
旧
唐
書
』
巻
一
六
九
、
王
涯
伝
）。

な
お
、
穆
宗
は
元
和
十
五
年
三
月
、
ウ
イ
グ
ル
に
対
し
公
主
降
嫁
を
認
め
て
い

た
の
で
、
金
帛
を
贈
ら
な
く
て
も
、
ウ
イ
グ
ル
と
の
親
睦
に
よ
っ
て
吐
蕃
を
牽
制

で
き
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
安
史
の
乱
の
時
、
ウ
イ
グ
ル
の

援
軍
が
長
安
奪
回
の
功
績
を
誇
り
横
暴
に
振
る
舞
っ
た
事
に
鑑
み
、
穆
宗
は
ウ
イ

グ
ル
の
軍
事
力
を
利
用
す
る
「
破
吐
蕃
策
」
は
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
し
、
採
用

し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
）
41
（

。
し
か
し
、
吐
蕃
に
対
し
て
ウ
イ
グ
ル
の
兵
力
を

直
接
ぶ
つ
け
て
打
撃
を
与
え
る
と
い
う
戦
略
が
、
当
時
、
唐
の
政
府
で
持
ち
上

が
っ
て
い
た
点
は
興
味
深
い
。

第
二
節　

長
慶
元
年
（
八
二
一
）
七
月
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の

太
和
公
主
の
降
嫁
と
吐
蕃
に
よ
る
妨
害

長
慶
元
年
（
八
二
一
）
五
月
、
ウ
イ
グ
ル
の
使
節
（
都
督
、
宰
相
ら
五
百
餘

人
）
が
公
主
を
迎
え
に
来
た
。
こ
の
た
め
、
穆
宗
は
第
十
妹
を
太
和
公
主
に
封
じ
、

ウ
イ
グ
ル
に
降
嫁
さ
せ
る
事
と
し
た
【
年
表
3
】。

前
章
で
述
べ
た
通
り
、
穆
宗
は
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
三
月
、
永
安
公
主
を

保
義
可
汗
に
降
嫁
さ
せ
る
事
に
決
め
た
。
だ
が
、
長
慶
元
年
二
月
に
保
義
可
汗
が

死
去
し
、
そ
の
後
、
新
た
に
崇
徳
可
汗
が
即
位
し
た
た
め
、
穆
宗
は
、
崇
徳
可
汗

に
対
し
、
改
め
て
太
和
公
主
を
降
嫁
さ
せ
る
事
に
し
た
の
で
あ
る
）
42
（

。

こ
の
あ
た
り
を
少
し
詳
述
す
る
と
、
実
際
に
公
主
が
降
嫁
す
る
ま
で
の
間
に
、

唐
皇
帝
は
憲
宗
か
ら
穆
宗
に
代
替
わ
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
イ
グ
ル
可
汗
も
保

義
可
汗
か
ら
崇
徳
可
汗
に
代
替
わ
り
し
、
公
主
も
永
安
公
主
か
ら
太
和
公
主
に

代
っ
た
。
し
か
も
、
憲
宗
は
宦
官
に
弑
殺
さ
れ
て
お
り
（『
旧
唐
書
』
憲
宗
紀
）、

唐
は
、
帝
権
が
揺
ら
ぐ
ほ
ど
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
降
嫁

政
策
を
継
続
さ
せ
、
実
現
さ
せ
た
。

唐
と
ウ
イ
グ
ル
の
親
善
強
化
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
吐
蕃
を
刺
激
し
、
例
え
ば
、

唐
と
ウ
イ
グ
ル
の
通
婚
を
阻
止
す
る
た
め
、
吐
蕃
軍
が
長
慶
元
年
六
月
、
青
塞
堡

を
襲
撃
し
た
【
年
表
3
、
図
4
】。
こ
れ
に
対
し
、
塩
州
刺
史
の
李
文
悦
が
吐
蕃

軍
を
撃
退
し
た
た
め
事
な
き
を
得
た
（『
旧
唐
書
』
吐
蕃
伝
、
迴
紇
伝
、『
資
治
通

鑑
』
巻
二
四
一
、
図
4
）。

し
か
し
、
太
和
公
主
が
ウ
イ
グ
ル
に
輿
入
れ
す
る
際
、
吐
蕃
の
攻
撃
が
予
想
さ

れ
た
た
め
、
ウ
イ
グ
ル
は
「
一
万
騎
を
北
庭
か
ら
、
一
万
騎
を
安
西
か
ら
各
々
出

撃
さ
せ
、
吐
蕃
の
妨
害
を
阻
止
し
な
が
ら
公
主
を
連
れ
帰
り
た
い
」
と
上
奏
し
た
。

ま
た
、
太
和
公
主
は
長
慶
元
年
七
月
、
長
安
を
出
発
し
ウ
イ
グ
ル
に
向
か
っ
た
が
、

そ
の
際
、
豊
州
刺
史
の
李
祐
よ
り
「
太
和
公
主
を
迎
え
る
ウ
イ
グ
ル
の
三
千
人
が

柳
泉
の
畔
に
陣
地
を
築
き
、
吐
蕃
の
妨
害
を
防
い
で
い
る
」
と
の
上
奏
も
あ
り
、

太
和
公
主
の
降
嫁
時
、
ウ
イ
グ
ル
と
吐
蕃
の
間
で
攻
防
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
太
和
公
主
は
無
事
に
ウ
イ
グ
ル
に
到
着
し
、
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
閏
十
一

月
、
公
主
を
送
り
届
け
た
使
者
の
胡
証
ら
が
長
安
に
帰
還
し
、
穆
宗
に
帰
朝
報
告

し
た
（『
旧
唐
書
』
穆
宗
紀
、
迴
紇
伝
、『
新
唐
書
』
回
鶻
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻

二
四
一
、
巻
二
四
二
）。

こ
の
よ
う
に
、
唐
の
太
和
公
主
の
ウ
イ
グ
ル
へ
の
降
嫁
の
際
に
は
、
吐
蕃
が
軍

事
力
を
も
っ
て
妨
害
し
た
が
、
そ
れ
を
唐
と
ウ
イ
グ
ル
が
共
同
で
撃
退
し
、
唐
・

ウ
イ
グ
ル
連
合
と
吐
蕃
が
対
立
す
る
と
い
う
構
図
が
、
よ
り
鮮
明
な
形
で
浮
き
彫
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り
に
さ
れ
た
。
最
後
に
、
こ
の
公
主
降
嫁
が
、
皇
帝
と
可
汗
が
そ
れ
ぞ
れ
代
替
わ

り
し
、
公
主
も
代
え
、
更
に
吐
蕃
も
妨
害
す
る
緊
迫
し
た
状
況
下
で
強
行
に
実
施

さ
れ
た
点
を
、
も
う
一
度
、
強
調
し
て
お
く
。
唐
が
、
無
理
を
押
し
て
で
も
ウ
イ

グ
ル
と
結
ぼ
う
と
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
時
期
の
唐
の
張
り
つ
め
た
対
外
情
勢
と

内
治
の
脆
弱
性
を
垣
間
見
る
事
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

第
三
節　

 
長
慶
元
年
（
八
二
一
）
七
月
、
盧
龍
（
幽
州
）

及
び
成
徳
で
の
反
乱
勃
発

次
に
、
こ
の
頃
の
唐
の
国
内
情
勢
を
見
て
み
よ
う
。
憲
宗
の
治
世
後
半
、
藩
鎮

抑
圧
策
に
よ
っ
て
、
半
独
立
的
な
河
朔
三
鎮
・
平
盧
節
度
使
・
淮
西
節
度
使
に
対

す
る
唐
王
朝
の
支
配
は
安
定
し
た
か
に
見
え
た
が
、
そ
の
実
相
は
表
層
的
な
も
の

に
過
ぎ
ず
）
43
（

、
憲
宗
崩
御
の
翌
年
（
長
慶
元
＝
八
二
一
）、
盧
龍
（
幽
州
）
と
成
徳

で
相
次
い
で
反
乱
が
勃
発
し
た
。
盧
龍
（
幽
州
）
と
成
徳
で
起
こ
っ
た
反
乱
の
様

子
を
『
旧
唐
書
』
巻
十
六
、
穆
宗
紀
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
二
等
よ
り
ま
と
め

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

穆
宗
が
、
文
官
の
張
弘
靖
を
幽
州
盧
龍
軍
節
度
使
に
任
命
す
る
と
、
長
慶
元
年

（
八
二
一
）
七
月
、
幽
州
兵
が
反
乱
を
起
こ
し
、
張
弘
靖
を
捕
え
、
幽
州
都
知
兵

馬
使
の
朱
克
融
（
朱
滔
の
孫
）
を
留
後
に
推
戴
し
た
。
ま
た
、
同
じ
七
月
、
成
徳

都
知
兵
馬
使
の
王
廷
湊
（
王
庭
湊
）
が
、
新
任
の
成
徳
節
度
使
田
弘
正
を
殺
害
し
、

叛
旗
を
翻
し
た
。
田
弘
正
は
淮
西
平
定
に
も
貢
献
し
、
唐
も
大
き
な
信
頼
を
寄
せ

て
い
た
た
め
、
そ
の
死
は
唐
王
朝
に
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
後
、
盧
龍
（
幽

州
）・
成
徳
の
反
乱
は
拡
大
し
、
八
月
、
王
廷
湊
が
深
州
を
攻
撃
し
、
瀛
州
で
も

兵
乱
が
勃
発
し
て
観
察
使
の
盧
士
玫
が
捕
え
ら
れ
た
。
更
に
、
九
月
に
は
相
州
で

も
兵
乱
が
起
こ
り
、
相
州
刺
史
の
邢
楚
が
殺
害
さ
れ
た
【
年
表
3
、
図
4
】。
こ

の
よ
う
に
、
唐
は
対
外
的
な
ウ
イ
グ
ル
と
の
和
平
と
は
裏
腹
に
、
度
重
な
る
内
乱

に
疲
弊
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
四
節　

 

長
慶
元
年
（
八
二
一
）
十
月
、
長
安
で
の
唐
・

吐
蕃
会
盟
（
長
慶
会
盟
）

吐
蕃
の
入
寇
は
長
慶
元
年
に
入
っ
て
か
ら
も
続
い
た
が
、
唐
は
こ
れ
を
い
ず
れ

も
撃
退
し
た
【
年
表
3
】。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
吐
蕃
は
唐
と
ウ
イ
グ
ル
の
連

繋
強
化
を
阻
止
せ
ん
と
幾
度
か
武
力
行
使
に
及
ん
だ
が
、
こ
れ
も
唐
と
ウ
イ
グ
ル

に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
吐
蕃
は
孤
立
へ
の
恐
怖
も
手
伝
っ
て
、
一

転
し
て
唐
と
の
和
睦
へ
と
傾
い
て
い
く
。

長
慶
元
年
（
八
二
一
）
九
月
、
吐
蕃
は
論
訥
羅
を
派
遣
し
、
穆
宗
に
会
盟
の
締

結
を
請
願
し
た
）
44
（

。
こ
れ
に
対
し
、
穆
宗
は
吐
蕃
と
の
会
盟
を
許
可
し
、
九
月
庚
戌
、

劉
元
鼎
を
西
蕃
盟
会
使
に
任
命
し
て
ラ
サ
に
派
遣
す
る
事
と
し
た
。
ま
た
、
長
慶

元
年
十
月
十
日
、
長
安
に
お
い
て
、
唐
の
宰
相
ら
と
吐
蕃
の
論
訥
羅
が
会
盟
を

行
っ
た
（『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
）。

吐
蕃
が
会
盟
締
結
を
請
願
し
た
時
、
穆
宗
は
す
ぐ
に
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
、
長
慶
元
年
七
月
、
河
北
で
勃
発
し
た
朱
克
融
の
乱
と
王
廷
湊
の

乱
、
そ
の
後
の
反
乱
の
拡
大
が
、
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

【
年
表
3
、
図
4
】。
つ
ま
り
、
唐
は
深
刻
化
す
る
内
憂
に
強
い
危
機
感
を
抱
き
、

吐
蕃
と
の
和
睦
に
よ
り
外
患
の
緩
和
を
図
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
唐
は
、
ウ
イ
グ

ル
と
親
善
強
化
し
、
外
交
で
成
功
を
収
め
た
も
の
の
、
内
治
に
失
敗
し
内
乱
を
悪

化
さ
せ
た
た
め
、
再
び
外
交
に
よ
っ
て
吐
蕃
と
関
係
改
善
し
、
態
勢
を
立
て
直
そ

う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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第
五
節　

 

長
慶
元
年
（
八
二
一
）
末
〜
長
慶
二
年
（
八
二

二
）
河
北
等
に
お
け
る
藩
鎮
の
乱

一
方
、
河
北
の
情
勢
は
長
慶
元
年
十
月
以
降
も
不
穏
で
あ
り
、
長
慶
元
年
十
月
、

朱
克
融
が
蔚
州
、
王
廷
湊
が
貝
州
を
各
々
攻
撃
し
、
十
一
月
に
は
朱
克
融
が
定
州

を
攻
撃
し
た
。
こ
の
た
め
、
穆
宗
は
長
慶
元
年
十
二
月
、
朱
克
融
を
許
し
て
幽
州

盧
龍
軍
節
度
使
に
任
命
し
、
王
廷
湊
の
討
伐
に
戦
力
を
集
中
す
る
事
と
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
唐
政
府
は
兵
力
分
散
の
危
険
を
回
避
し
た
の
で
あ
る
が
、
河
北
に
お
け

る
騒
乱
は
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
一
層
激
化
し
た
。
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
正

月
、
王
廷
湊
討
伐
に
赴
い
た
魏
博
節
度
使
の
田
布
が
、
先
鋒
兵
馬
使
の
史
憲
誠
に

迫
ら
れ
、
自
殺
し
た
。
史
憲
誠
は
、
そ
の
後
、
留
後
を
自
称
し
た
が
、
穆
宗
は
こ

れ
を
承
認
し
た
の
み
な
ら
ず
、
後
に
は
史
憲
誠
を
魏
博
節
度
使
に
任
命
し
、
史
憲

誠
と
、
そ
の
麾
下
に
い
る
魏
博
将
兵
の
懐
柔
を
図
っ
た
。
ま
た
、
王
廷
湊
に
よ
る

深
州
包
囲
が
深
刻
化
し
た
た
め
、
長
慶
二
年
二
月
、
穆
宗
は
や
む
を
得
ず
、
王
廷

湊
を
成
徳
節
度
使
に
任
命
し
、
事
態
の
鎮
静
化
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
唐
朝
の
弱

腰
は
更
な
る
離
反
を
促
し
、
長
慶
二
年
三
月
、
武
寧
節
度
使
の
崔
群
が
、
副
使
の

王
智
興
に
追
放
さ
れ
た
。
穆
宗
は
こ
れ
に
対
し
て
も
断
固
た
る
対
応
が
で
き
ず
、

王
智
興
を
武
寧
節
度
使
に
任
じ
、
懐
柔
を
試
み
た
（『
旧
唐
書
』
穆
宗
紀
、『
資
治

通
鑑
』
巻
二
四
二
）。

こ
の
よ
う
に
、
長
慶
元
年
七
月
、
盧
龍
（
幽
州
）
と
成
徳
で
勃
発
し
た
反
乱
を

機
に
兵
乱
が
頻
発
し
、
唐
は
い
ず
れ
の
鎮
圧
に
も
失
敗
し
た
。

第
六
節　

 

長
慶
二
年
（
八
二
二
）
五
月
、
ラ
サ
で
の
唐
・

吐
蕃
会
盟
（
長
慶
会
盟
）

以
上
の
よ
う
な
国
際
情
勢
と
国
内
動
向
の
も
と
、
唐
・
吐
蕃
間
で
の
長
慶
会
盟

は
、
長
慶
元
年
十
月
、
ま
ず
長
安
に
お
い
て
行
わ
れ
、
次
い
で
、
翌
年
の
長
慶
二

年
（
八
二
二
）、
吐
蕃
の
都
ラ
サ
で
も
な
さ
れ
た
。
ラ
サ
の
会
盟
に
は
西
蕃
盟
会

使
の
劉
元
鼎
が
派
遣
さ
れ
、
長
慶
二
年
五
月
六
日
、
劉
元
鼎
が
吐
蕃
の
宰
相
ら
と

の
間
で
会
盟
を
締
結
し
た
（『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
）。

長
慶
会
盟
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
約
一
世
紀
半
に
わ
た
り
激
し
い
攻
防
戦
を
繰

り
返
し
て
き
た
唐
・
吐
蕃
間
に
、
最
終
的
な
和
平
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
意
味
で
、

東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
上
、
画
期
的
な
外
交
成
果
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

多
様
な
要
因
が
絡
ま
っ
て
成
立
に
至
っ
た
。

吐
蕃
側
か
ら
見
る
と
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
以
降
、
唐
へ
の
入
寇
を
繰
り

返
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
戦
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
上
に
、
唐
と
ウ
イ
グ
ル
の
連

繋
も
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
外
交
的
失
敗
に
よ
る
孤
立
へ
の
恐
怖
も
一
因
と
な
り
、

唐
と
の
和
平
を
決
断
し
た
。

一
方
、
唐
は
、
ウ
イ
グ
ル
と
の
親
睦
を
強
化
し
、
吐
蕃
を
孤
立
さ
せ
る
事
で
外

交
的
に
勝
利
し
た
が
、
国
内
で
は
、
元
来
独
立
心
の
強
い
河
朔
三
鎮
が
相
次
い
で

叛
旗
を
翻
し
、
穆
宗
は
こ
れ
を
鎮
圧
す
る
事
が
で
き
ず
、
内
乱
は
次
第
に
拡
大
し

た
。
度
重
な
る
内
乱
に
苦
戦
し
た
唐
は
、
内
政
の
失
敗
を
外
交
で
補
う
意
味
で
も

吐
蕃
と
の
会
盟
に
踏
み
切
り
、
外
圧
の
軽
減
を
模
索
し
た
と
思
わ
れ
る
。

お　

わ　

り　

に

最
後
に
、
本
稿
で
見
た
九
世
紀
前
半
の
唐
・
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
の
外
交
関
係
に
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九世紀前半の東部ユーラシア情勢と唐の内治のための外交

つ
い
て
総
括
し
、
そ
の
後
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
動
向
を
ま
と
め
て
本
稿
を
終
え

た
い
と
思
う
。

憲
宗
の
治
世
初
期
に
は
、
藩
鎮
の
乱
が
頻
発
し
た
た
め
、
唐
は
吐
蕃
と
会
盟
の

た
め
の
交
渉
を
行
う
な
ど
、
吐
蕃
と
の
親
善
関
係
の
維
持
を
試
み
た
が
、
淮
西
を

平
定
し
、
反
側
藩
鎮
を
概
ね
掌
握
す
る
と
、
隴
右
奪
還
の
た
め
対
吐
蕃
戦
を
開
始

し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
以
降
、
吐
蕃
の
入
寇
が
激
化
し
た
た
め
、
唐
は
吐
蕃
の
牽
制
を

図
り
、
そ
れ
ま
で
認
め
な
か
っ
た
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
を
許
可
し
、
太
和
公

主
を
ウ
イ
グ
ル
に
降
嫁
さ
せ
た
。
ウ
イ
グ
ル
へ
の
公
主
降
嫁
に
関
し
て
は
、
唐
皇

帝
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
形
で
代
替
わ
り
し
、
ウ
イ
グ
ル
の
可
汗
も
代
替
わ
り
し
、

公
主
も
代
え
、
紆
余
曲
折
を
経
つ
つ
も
、
唐
は
継
続
的
か
つ
政
策
的
に
こ
れ
を
実

行
し
た
。

こ
の
よ
う
な
唐
・
ウ
イ
グ
ル
間
の
連
繋
強
化
は
、
吐
蕃
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
り
、

婚
姻
妨
害
な
ど
も
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
唐
と
ウ
イ
グ
ル
の
結
び
つ
き
を

強
化
さ
せ
、
孤
立
を
深
め
た
吐
蕃
は
、
遂
に
は
唐
と
の
和
睦
を
望
ん
だ
。
こ
の
と

き
頻
発
す
る
藩
鎮
の
乱
に
困
窮
し
て
い
た
唐
は
、
こ
れ
に
応
じ
、
唐
と
吐
蕃
は
最

終
的
な
和
親
と
な
る
長
慶
会
盟
を
結
ぶ
【
図
4
】。

こ
の
よ
う
に
、
ウ
イ
グ
ル
へ
の
太
和
公
主
の
降
嫁
と
、
吐
蕃
と
の
長
慶
会
盟
の

締
結
は
、
唐
の
国
内
情
勢
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
諸
国
間
の
勢
力
関
係
が
、
絡
み

合
っ
て
実
現
に
至
っ
た
と
言
え
る
。

な
お
、
吐
蕃
は
、
唐
と
長
慶
会
盟
を
締
結
し
た
の
と
同
じ
時
期
、
唐
に
内
密
で

ウ
イ
グ
ル
、
南
詔
と
も
個
別
に
会
盟
（
四
国
会
盟
）
を
締
結
し
【
図
2
・
Ｂ
】、

唐
が
そ
れ
ま
で
構
築
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
と
の
連
繋
に
よ
る
「
吐
蕃
包
囲

網
」【
図
2
・
Ａ
】
を
切
り
崩
し
た
。
た
だ
し
、
唐
に
よ
る
対
吐
蕃
包
囲
網
が
、

唐
・
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
の
連
繋
に
よ
っ
て
吐
蕃
を
孤
立
さ
せ
る
た
め
の
外
交
戦
略

で
あ
っ
た
事
と
は
異
な
り
、
吐
蕃
が
主
導
で
締
結
し
た
「
四
国
会
盟
」
は
、
吐

蕃
・
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
が
反
唐
で
連
合
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
唐
も
太
和

公
主
の
降
嫁
に
よ
り
ウ
イ
グ
ル
と
も
和
親
を
深
め
て
お
り
【
図
2
・
Ｃ
、
図
4
】、

長
慶
元
年
（
八
二
一
）
以
降
も
、
唐
が
対
外
的
に
孤
立
を
深
め
、
窮
地
に
陥
っ
た

わ
け
で
も
な
い
。

唐
・
ウ
イ
グ
ル
間
で
行
わ
れ
た
太
和
公
主
の
降
嫁
、
唐
・
吐
蕃
間
の
長
慶
会
盟

の
締
結
、
そ
し
て
、
吐
蕃
主
導
に
よ
っ
て
唐
・
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
間
で

「
四
国
会
盟
」
が
締
結
さ
れ
て
よ
り
以
降
、
唐
・
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
の
間
に
大
き

な
軍
事
衝
突
は
な
く
な
り
、
表
面
上
は
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
は
協
調
的
な
国

際
関
係
を
築
い
た
形
と
な
っ
た
【
図
2
・
Ｃ
】。

こ
の
よ
う
に
、
唐
は
吐
蕃
、
及
び
ウ
イ
グ
ル
と
の
和
平
を
実
現
し
た
が
、
国
内

で
は
河
朔
三
鎮
が
唐
王
朝
の
羈
絆
を
脱
し
、
以
後
、
唐
の
統
制
下
に
服
す
る
事
は

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
唐
は
反
側
藩
鎮
を
国
内
に
抱
え
た
ま
ま
、
そ
の
後
、
一
世

紀
近
く
存
続
し
、
朱
全
忠
の
乱
に
よ
り
、
九
〇
七
年
、
滅
亡
に
至
る
。

ま
た
、
吐
蕃
は
八
四
〇
年
代
、
内
訌
が
原
因
で
衰
退
し
、
ウ
イ
グ
ル
は
八
四
〇

年
、
キ
ル
ギ
ス
の
襲
撃
を
受
け
て
滅
亡
し
た
。
長
慶
会
盟
、
四
国
会
盟
か
ら
、
お

よ
そ
二
十
年
後
の
出
来
事
で
あ
る
。
唐
が
内
憂
に
呻
吟
し
た
よ
う
に
、
吐
蕃
と
ウ

イ
グ
ル
も
、
実
は
内
憂
に
苦
慮
し
、
会
盟
締
結
や
公
主
降
嫁
に
よ
っ
て
、
国
力
の

回
復
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
吐
蕃
、
ウ
イ
グ
ル
の
国
内
情
勢
に
も

焦
点
を
当
て
て
、
八
二
〇
年
代
の
外
交
を
見
直
す
事
も
今
度
の
課
題
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。
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註（
1
）　

例
え
ば
、
漢
文
史
料
を
主
に
用
い
て
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
際
情
勢
を
論
じ

た
も
の
は
、
菅
沼
愛
語
、
菅
沼
秀
夫
「
七
世
紀
後
半
の
「
唐
・
吐
蕃
戦
争
」
と

東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
国
の
自
立
へ
の
動
き
」（『
史
窓
』
第
六
六
号
、
二
〇
〇
九

年
二
月
）、
拙
著
『
7
世
紀
後
半
か
ら
8
世
紀
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
際
情

勢
と
そ
の
推
移
│
唐
・
吐
蕃
・
突
厥
の
外
交
関
係
を
中
心
に
』（
渓
水
社
、
二

〇
一
三
年
十
二
月
）、
そ
れ
と
は
相
補
的
に
周
縁
部
か
ら
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
を

論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
森
部
豊
『
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

世
界
の
歴
史
的
展
開
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
ま
た
、
日

本
史
の
立
場
か
ら
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い
う
視
点
で
東
ア
ジ
ア
世
界
の
再
構
築

を
試
み
た
も
の
と
し
て
は
、
廣
瀬
憲
雄
「
倭
国
・
日
本
史
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア

│
六
〜
十
三
世
紀
に
お
け
る
政
治
的
連
関
再
考
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
八
七
二
、

二
〇
一
〇
年
十
月
）、
鈴
木
靖
民
『
倭
国
史
の
展
開
と
東
ア
ジ
ア
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
二
年
二
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）　

前
掲
註
（
1
）
拙
稿
﹇
二
〇
〇
九
﹈、
拙
稿
「
八
世
紀
前
半
の
唐
・
突
厥
・

吐
蕃
を
中
心
と
す
る
国
際
情
勢
」（『
史
窓
』
第
六
七
号
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）、

前
掲
註
（
1
）
拙
著
﹇
二
〇
一
三
﹈
な
ど
。

（
3
）　

拙
稿
「
徳
宗
時
代
の
三
つ
の
唐
・
吐
蕃
会
盟
（
建
中
会
盟
・
奉
天
盟
書
・
平

涼
偽
盟
）
│
安
史
の
乱
後
の
内
治
の
た
め
の
外
交
」（『
史
窓
』
第
六
八
号
、
二

〇
一
一
年
二
月
）、
拙
稿
「
安
史
の
乱
に
お
け
る
周
辺
諸
国
の
動
向
」（『
史
窓
』

第
六
九
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
）、
前
掲
註
（
1
）
拙
著
﹇
二
〇
一
三
﹈
第
6

章
、
第
7
章
。

（
4
）　

前
掲
註
（
3
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
一
﹈、
前
掲
註
（
1
）
拙
著
﹇
二
〇
一
三
﹈

第
7
章
。

（
5
）　

拙
稿
「
唐
・
吐
蕃
会
盟
の
歴
史
的
背
景
と
そ
の
意
義
│
安
史
の
乱
以
前
の
二

度
の
会
盟
を
中
心
に
」（『
日
本
西
蔵
学
会
々
報
』
第
五
六
号
、
二
〇
一
〇
年
七

月
）、
前
掲
註
（
1
）
拙
著
﹇
二
〇
一
三
﹈、
拙
稿
「
約
一
〇
回
の
唐
・
吐
蕃
会

盟
（
七
〇
六
〜
八
二
一
年
）
の
様
相
│
唐
か
ら
見
た
吐
蕃
と
の
外
交
交
渉
」

（『
日
本
西
蔵
学
会
々
報
』
第
六
一
号
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
）。

（
6
）　

李
天
石
「
論
唐
憲
宗
元
和
年
間
唐
朝
与
吐
蕃
的
関
係
」（『
西
蔵
研
究
』
二
〇

〇
一
年
第
二
期
）、
馬
勇
「
論
唐
憲
宗
、
穆
宗
時
期
的
唐
蕃
関
係
」（『
雲
南
民

族
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
第
二
六
巻
第
三
期
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
7
）　

山
口
瑞
鳳
「
吐
蕃
支
配
時
代
」（『
講
座
敦
煌
2
・
敦
煌
の
歴
史
』
大
東
出
版

社
、
一
九
八
〇
年
）
二
二
一
頁
、
山
口
瑞
鳳
「
沙
州
漢
人
に
よ
る
吐
蕃
二
軍
団

の
成
立
とm

K
har tsan

軍
団
の
位
置
」『
東
京
大
学
文
学
部
文
化
交
流
研
究

施
設
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
一
九
八
〇
年
）
二
八
頁
、
三
四
頁
、
森
安
孝
夫

「
中
央
ア
ジ
ア
史
の
中
の
チ
ベ
ッ
ト
│
吐
蕃
の
世
界
史
的
位
置
付
け
に
向
け
て

の
展
望
」（『
チ
ベ
ッ
ト
の
言
語
と
文
化
』
冬
樹
社
、
一
九
八
七
年
）
五
七
頁
、

六
七
頁
註
二
〇
、
森
安
孝
夫
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
国
』（
講
談
社
、
二
〇

〇
七
年
）
三
五
〇
〜
三
五
二
頁
。

（
8
）　

岩
尾
一
史
「
古
代
チ
ベ
ッ
ト
帝
国
の
外
交
と
「
三
国
会
盟
」
の
成
立
」（『
東

洋
史
研
究
』
第
七
二
巻
第
四
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
。
以
下
、
前
掲
註
（
8
）

岩
尾
一
史
﹇
二
〇
一
四
﹈
と
略
す
）、
岩
尾
一
史
「
再
論
「
吐
蕃
論
董
勃
蔵
修

伽
藍
功
徳
記
」
│
羽
六
八
九
の
分
析
を
中
心
に
」（『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
第

八
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）。

（
9
）　
『
旧
唐
書
』
迴
紇
伝
、『
新
唐
書
』
回
鶻
伝
。
森
安
孝
夫
「
ウ
イ
グ
ル
か
ら
見

た
安
史
の
乱
」（『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
二
年
九
月
、

『
東
西
ウ
イ
グ
ル
と
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年

二
月
に
再
録
）、
前
掲
註
（
7
）
森
安
孝
夫
﹇
二
〇
〇
七
﹈。

（
10
）　
『
文
苑
英
華
』
巻
六
一
五
、
も
し
く
は
『
全
唐
文
』
巻
六
二
六
の
「
代
李
侍

郎
論
兵
表
」
に
「
吐
蕃
…
窺
伺
在
心
、
間
諜
往
来
、
急
於
郵
伝
。
又
必
持
両
端

之
計
、
與
劉
闢
交
通
。
若
聞
発
兵
西
南
、
多
取
辺
鎮
、
秋
風
即
至
、
虜
馬
已
肥
、

冒
隙
乗
虚
、
必
有
侵
軼
。」
と
あ
る
。
ま
た
『
冊
府
元
亀
』
巻
三
五
九
、
将
帥

部
立
功
十
二
、
高
崇
文
に
「（
劉
）
闢
大
懼
…
西
走
吐
蕃
。
吐
蕃
素
受
其
賂
、

具
将
啓
之
。」
と
あ
る
。
劉
闢
の
乱
、
劉
闢
の
吐
蕃
へ
の
逃
走
に
つ
い
て
は

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
七
、
元
和
元
年
条
を
参
照
。

（
11
）　

前
掲
註
（
3
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
二
﹈
二
頁
、
前
掲
註
（
1
）
拙
著
﹇
二
〇
一

三
﹈
二
二
四
頁
。

（
12
）　

詳
細
は
、
前
掲
註
（
3
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
一
﹈、
前
掲
註
（
1
）
拙
著
﹇
二

〇
一
三
﹈
第
7
章
。

（
13
）　

森
安
孝
夫
「
ウ
ィ
グ
ル
と
吐
蕃
の
北
庭
争
奪
戦
及
び
そ
の
後
の
西
域
情
勢
に

つ
い
て
」（『
東
洋
学
報
』
第
五
五
巻
第
四
号
、
一
九
七
三
年
三
月
）。
森
安
孝
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夫
「
増
補
：
ウ
ィ
グ
ル
と
吐
蕃
の
北
庭
争
奪
戦
及
び
そ
の
後
の
西
域
情
勢
に
つ

い
て
」（『
ア
ジ
ア
文
化
史
論
叢
』
3
、
山
川
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
前
掲
註

（
9
）
森
安
孝
夫
﹇
二
〇
一
五
﹈
に
再
録
）、
前
掲
註
（
7
）
森
安
孝
夫
﹇
二
〇

〇
七
﹈。

（
14
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
三
に
よ
れ
ば
、
ウ
イ
グ
ル
は
唐
に
対
し
、
臣
と
称
す

る
事
、
徳
宗
の
子
と
な
る
事
、
使
者
の
数
は
二
百
人
を
越
え
な
い
事
、
馬
の
数

は
千
頭
を
越
え
な
い
事
、
中
国
人
と
ソ
グ
ド
商
人
を
連
れ
帰
ら
な
い
事
の
五
ヵ

条
を
約
し
た
。
前
掲
註
（
5
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
五
﹈
五
六
頁
も
参
照
。
ま
た
、

咸
安
公
主
の
降
嫁
時
、
可
汗
は
徳
宗
に
対
し
「
吐
蕃
が
唐
に
災
い
を
も
た
ら
す

な
ら
、
子
の
私
が
、
父
帝
の
た
め
に
吐
蕃
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
」
と
上
奏
し
、

吐
蕃
と
の
通
好
を
絶
っ
た
（『
旧
唐
書
』
迴
紇
伝
、『
新
唐
書
』
回
鶻
伝
、『
資

治
通
鑑
』
巻
二
三
三
）。
拙
稿
「
和
蕃
公
主
を
通
じ
て
の
唐
の
外
交
戦
略
」

（『
総
合
女
性
史
研
究
』
第
三
一
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
一
一
頁
、
二
一
〜
二

二
頁
も
参
照
。
な
お
、
馬
千
頭
と
い
う
数
に
つ
い
て
、
林
俊
雄
氏
は
、
こ
れ
が

ウ
イ
グ
ル
に
守
ら
れ
て
い
な
い
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
林
俊
雄
「
ウ
イ
グ
ル
の

対
唐
政
策
」（『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
四
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）
一
二
七

頁
。 

（
15
）　

貞
元
十
年
の
唐
と
南
詔
の
会
盟
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
九
七
南
詔

蛮
伝
、『
蛮
書
』
巻
一
〇
、
前
掲
註
（
3
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
一
﹈
一
五
七
頁
、

前
掲
註
（
1
）
拙
著
﹇
二
〇
一
三
﹈
三
二
四
〜
三
二
五
頁
、
前
掲
註
（
5
）
拙

稿
﹇
二
〇
一
五
﹈
五
六
〜
五
七
頁
、
貞
元
十
七
年
の
唐
軍
に
よ
る
吐
蕃
軍
撃
破

に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
四
〇
韋
皐
伝
、
吐
蕃
伝
、
佐
藤
長
『
古
代
チ

ベ
ッ
ト
史
研
究
』
下
巻
（
同
朋
舎
、
一
九
七
七
年
、
初
版
は
一
九
五
九
年
）
六

八
四
〜
六
八
六
頁
を
参
照
。

（
16
）　

唐
・
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
の
吐
蕃
包
囲
網
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
15
）
佐
藤

長
﹇
一
九
七
七
﹈、
前
掲
註
（
8
）
岩
尾
一
史
﹇
二
〇
一
四
﹈
も
参
照
。

（
17
）　

大
澤
正
昭
「
唐
末
の
藩
鎮
と
中
央
権
力
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
三
二
巻
第
二

号
、
一
九
七
三
年
）、
日
野
開
三
郎
『
東
洋
史
学
論
集
・
第
一
巻
・
唐
代
藩
鎮

の
支
配
体
制
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
〇
年
）、
辻
正
博
「
唐
朝
の
対
藩
鎮
政
策

に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
四
六
巻
第
二
号
、
一
九
八
七
年
）、
堀
敏
一

『
唐
末
五
代
変
革
期
の
政
治
と
経
済
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

（
18
）　

河
湟
は
、
黄
河
と
湟
水
の
流
域
で
あ
る
。
佐
藤
長
氏
は
、
河
湟
を
青
海
山
脈

の
南
北
麓
地
帯
に
相
当
す
る
と
指
摘
し
た
。
佐
藤
長
「
吐
蕃
伝
（
旧
唐
書
・
新

唐
書
）
訳
注
」（『
騎
馬
民
族
史
3
│
正
史
北
狄
伝
』
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）

一
五
八
頁
注
七
。
憲
宗
の
「
河
湟
奪
回
」
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
三

三
、
李
愬
伝
で
「
隴
右
奪
回
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
河
湟
と
隴

右
を
同
一
地
域
と
解
釈
す
る
。

（
19
）　

元
和
四
〜
五
年
の
会
盟
交
渉
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
6
）
李
天
石
﹇
二
〇

〇
一
﹈
四
三
〜
四
五
頁
、
前
掲
註
（
6
）
馬
勇
﹇
二
〇
〇
九
﹈
一
〇
六
頁
、
前

掲
註
（
3
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
一
﹈
一
五
五
〜
一
五
六
頁
、
一
五
八
頁
、
前
掲
註

（
1
）
拙
著
﹇
二
〇
一
三
﹈
一
二
三
頁
、
三
二
八
頁
、
前
掲
註
（
5
）
拙
稿

﹇
二
〇
一
五
﹈
四
四
頁
が
、
わ
ず
か
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
20
）　

吐
蕃
に
よ
る
間
諜
の
派
遣
、
劉
闢
と
吐
蕃
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

（
10
）
を
参
照
。

（
21
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
八
、
元
和
四
年
七
月
条
に
「（
李
絳
）
対
曰
…
万
一
餘

道
或
相
表
裏
、
兵
連
禍
結
、
財
盡
力
竭
、
西
戎
、
北
狄
乗
間
窺
窬
。」
と
あ
る
。

（
22
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
八
、
元
和
五
年
三
月
条
に
「
諸
軍
討
王
承
宗
者
久
無

功
、
白
居
易
上
言
…
臣
聞
回
鶻
、
吐
蕃
、
皆
有
細
作
、
中
国
之
事
、
小
大
盡
知
。

今
聚
天
下
之
兵
、
唯
討
承
宗
一
賊
、
自
冬
及
夏
都
未
立
功
、
則
兵
力
之
強
弱
、

資
費
之
多
少
、
豈
宜
使
西
戎
北
虜
一
一
知
之
。
忽
見
利
生
心
、
乗
虚
入
寇
、
以

今
日
之
勢
力
、
可
能
救
其
首
尾
哉
。」
と
あ
る
。『
白
氏
文
集
』
巻
四
二
「
請
罷

兵
第
二
状
、
請
罷
恒
州
兵
事
宜
」、
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』
七
下
（
明
治
書
院
、

二
〇
一
一
年
）
五
六
九
〜
五
七
一
頁
参
照
。

（
23
）　

前
掲
註
（
15
）
佐
藤
長
﹇
一
九
七
七
﹈、
前
掲
註
（
3
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
一
﹈

一
五
六
〜
一
五
八
頁
、
前
掲
註
（
1
）
拙
著
﹇
二
〇
一
三
﹈
三
二
〇
〜
三
二
六

頁
、
前
掲
註
（
8
）
岩
尾
一
史
﹇
二
〇
一
四
﹈
七
三
五
頁
。

（
24
）　

徳
宗
時
代
の
唐
と
吐
蕃
の
捕
虜
返
還
、
建
中
会
盟
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

（
3
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
一
﹈、
前
掲
註
（
1
）
拙
著
﹇
二
〇
一
三
﹈
第
7
章
、
前

掲
註
（
5
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
五
﹈
四
四
〜
四
九
頁
。

（
25
）　

前
掲
註
（
3
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
一
﹈
一
五
四
〜
一
五
六
頁
、
前
掲
註
（
1
）

拙
著
﹇
二
〇
一
三
﹈
第
7
章
、
前
掲
註
（
5
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
五
﹈
四
八
頁
表

三
、
四
九
頁
、
五
四
頁
表
八
を
参
照
。
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（
26
）　

岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』
七
上
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
二
〇
八
〜
二
一

六
頁
、
二
八
一
〜
二
八
八
頁
も
参
照
。

（
27
）　

李
天
石
氏
は
、
吐
蕃
が
安
史
の
乱
後
、
占
領
し
た
領
域
の
中
で
最
も
唐
に
接

近
し
た
都
市
が
、
こ
の
三
州
で
あ
っ
た
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
註
（
6
）

李
天
石
﹇
二
〇
〇
一
﹈
四
三
頁
。

（
28
）　

な
お
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
八
、
大
中
三
年
（
八
四
九
）
七
月
丁
巳
条
、

八
月
乙
酉
条
は
、
安
楽
州
と
長
楽
州
を
同
じ
都
市
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

本
稿
も
こ
れ
に
従
う
。

（
29
）　

前
掲
註
（
17
）
大
澤
正
昭
﹇
一
九
七
三
﹈
一
七
頁
。

（
30
）　

前
掲
註
（
6
）
李
天
石
﹇
二
〇
〇
一
﹈
四
六
頁
、
前
掲
註
（
6
）
馬
勇
﹇
二

〇
〇
九
﹈
一
〇
七
頁
。

（
31
）　

李
愬
が
武
寧
節
度
使
に
任
命
さ
れ
た
の
は
『
旧
唐
書
』
憲
宗
紀
に
よ
れ
ば
元

和
十
三
年
七
月
。

（
32
）　

元
和
十
三
年
〜
十
四
年
の
唐
・
吐
蕃
戦
に
つ
い
て
、
馬
勇
氏
は
、
唐
が
李
師

道
討
伐
に
全
力
を
傾
け
た
事
、
軍
事
費
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、
隴
右
奪
回
戦
が

阻
害
さ
れ
た
事
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
。
前
掲
註
（
6
）
馬
勇
﹇
二
〇
〇
九
﹈

一
〇
七
頁
。
ま
た
、
岩
尾
一
史
氏
は
、
八
一
八
年
（
元
和
十
三
年
）
十
月
以
降
、

オ
ル
ド
ス
方
面
の
吐
蕃
軍
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
が
、
攻
撃
が
不
調
に
終

わ
っ
た
た
め
吐
蕃
は
和
平
路
線
に
転
じ
た
と
論
考
し
た
。
前
掲
註
（
8
）
岩
尾

一
史
﹇
二
〇
一
四
﹈
七
三
四
頁
。

（
33
）　

和
蕃
公
主
に
つ
い
て
は
、
日
野
開
三
郎
「
唐
代
の
和
蕃
公
主
」（『
東
洋
史
学

論
集
・
第
九
巻
・
北
東
ア
ジ
ア
国
際
交
流
史
の
研
究
（
上
）』（
三
一
書
房
、
一

九
八
四
年
三
月
）、
藤
野
月
子
『
王
昭
君
か
ら
文
成
公
主
へ
│
中
国
古
代
の
国

際
結
婚
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
前
掲
註
（
14
）
拙
稿

﹇
二
〇
一
四
﹈
等
を
参
照
。

（
34
）　

筆
者
は
前
掲
註
（
14
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
四
﹈
に
お
い
て
、
崇
徽
公
主
、
咸
安

公
主
、
太
和
公
主
の
ウ
イ
グ
ル
へ
の
降
嫁
に
、
吐
蕃
を
牽
制
す
る
た
め
の
外
交

戦
略
が
あ
っ
た
事
を
論
じ
た
。
な
お
、
藤
野
月
子
氏
も
、
太
和
公
主
が
吐
蕃
牽

制
の
た
め
ウ
イ
グ
ル
に
降
嫁
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
註
（
33
）
藤
野
月

子
﹇
二
〇
一
二
﹈
一
一
七
〜
一
一
八
頁
。
本
稿
で
は
、
憲
宗
、
及
び
穆
宗
の
吐

蕃
対
策
・
藩
鎮
対
策
と
も
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
太
和
公
主
降
嫁
の
背
景
を
、
よ

り
明
確
に
し
た
い
と
思
う
。

（
35
）　

羽
田
亨
「
唐
代
回
鶻
史
の
研
究
」（『
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
』
上
・
歴
史
篇
、

東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
七
年
）
二
二
五
頁
、
前
掲
註
（
14
）
林
俊
雄
﹇
一
九

九
二
﹈
ウ
イ
グ
ル
朝
貢
互
市
入
寇
年
表
を
参
照
。

（
36
）　

日
野
開
三
郎
氏
は
、
二
十
万
緡
は
仮
性
公
主
（
宗
室
の
娘
）
の
資
装
費
、
五

百
万
緡
は
真
公
主
（
皇
帝
の
実
の
娘
）
の
資
装
費
で
あ
る
と
考
察
し
、
唐
は
ウ

イ
グ
ル
に
仮
性
公
主
の
降
嫁
を
認
め
た
が
、
ウ
イ
グ
ル
が
真
公
主
の
降
嫁
を
希

望
し
、
唐
が
淮
西
討
伐
に
手
間
取
っ
て
い
る
隙
に
資
装
費
を
五
百
万
緡
に
釣
り

上
げ
た
と
推
察
し
た
。
前
掲
註
（
33
）
日
野
開
三
郎
﹇
一
九
八
四
﹈
二
六
五
〜

二
六
八
頁
。

（
37
）　
『
新
唐
書
』
回
鶻
伝
。
吐
蕃
牽
制
に
つ
い
て
は
「
北
虜
恃
我
戚
、
則
西
戎
怨

愈
深
、
内
不
得
寧
、
国
家
坐
受
其
安
、
寇
掠
長
息
。」
と
あ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
記

事
が
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
九
、
元
和
九
年
五
月
条
に
見
え
る
の
で
、
李
絳
の

献
策
は
元
和
九
年
頃
に
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
38
）　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
〇
、
元
和
十
二
年
二
月
条
、『
旧
唐
書
』
殷
侑
伝
、
迴

紇
伝
。『
冊
府
元
亀
』
巻
九
八
〇
、
外
臣
部
通
好
に
よ
れ
ば
、
李
誠
が
入
廻
鶻

使
に
任
命
さ
れ
た
の
は
元
和
十
一
年
十
一
月
。

（
39
）　
『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、
前
掲
註
（
15
）
佐
藤
長
﹇
一
九
七
七
﹈
五

八
九
頁
。

（
40
）　

こ
の
城
郭
を
、
羽
田
亨
氏
、
佐
藤
長
氏
は
、
ウ
イ
グ
ル
の
都
カ
ラ
バ
ル
ガ
ス

ン
で
あ
る
と
解
釈
し
、
森
安
孝
夫
氏
は
、
西
州
も
し
く
は
北
庭
で
あ
る
と
し
た
。

前
掲
註
（
35
）
羽
田
亨
﹇
一
九
五
七
﹈
二
二
九
頁
、
前
掲
註
（
18
）
佐
藤
長

﹇
一
九
七
三
﹈
二
〇
〇
〜
二
〇
一
頁
、
前
掲
註
（
15
）
佐
藤
長
﹇
一
九
七
七
﹈

六
七
三
頁
、
八
四
〇
頁
、
前
掲
註
（
9
）
森
安
孝
夫
﹇
二
〇
一
五
﹈
二
五
七
〜

二
五
九
頁
参
照
。

（
41
）　

な
お
、
ウ
イ
グ
ル
は
長
慶
二
年
（
八
二
二
）、
唐
の
河
北
平
定
戦
を
支
援
す

る
た
め
三
千
の
援
軍
を
派
遣
し
た
が
、
唐
は
、
安
史
の
乱
の
時
、
ウ
イ
グ
ル
が

両
京
奪
還
の
功
を
誇
り
傲
慢
に
振
る
舞
っ
た
事
を
思
い
出
し
、
ウ
イ
グ
ル
兵
に

絹
七
万
匹
を
授
け
て
帰
国
さ
せ
た
。『
旧
唐
書
』
迴
紇
伝
、
年
表
3
参
照
。

（
42
）　
『
新
唐
書
』
巻
八
三
、
諸
帝
公
主
伝
、『
唐
会
要
』
巻
九
八
、
迴
紇
伝
。
前
掲

註
（
35
）
羽
田
亨
﹇
一
九
五
七
﹈
二
二
四
頁
も
参
照
。
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（
43
）　

前
掲
註
（
17
）
大
澤
正
昭
﹇
一
九
七
三
﹈
一
七
頁
。

（
44
）　

吐
蕃
は
、
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
二
月
、
弔
祭
使
の
田
洎
が
憲
宗
の
崩
御

を
伝
え
る
た
め
ラ
サ
に
赴
い
た
際
、
長
武
城
下
で
会
盟
す
る
こ
と
を
要
請
し
た

が
、
こ
れ
は
入
寇
の
た
め
の
口
実
で
あ
っ
た
。『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
一
、
年
表
2
参
照
。


